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平成19年（2007年）No.801

　老若男女500人を超える参加者
で盛り上がった「加古川カップ綱
引大会」（2月25日）。 
 

算‥2ー5 
6ー7 

劇団」劇団」 

あなたが選ぶ加古川の「顔」 
 

■投票方法　4月2日～20日に、投票場所にある用紙に必要事項を書いて、投票箱に入れてください。 
■投票場所　模型作品展示会場、市役所案内、各公民館、総合文化センター、ウェルネスパーク 
 

 
 

4月2日～8日 
午前9時～午後7時 
松風ギャラリー 
 

模型作品を展示します 
　実物の１／10サイズの模型作品を展示します。
作品の色や質感、動きなどをぜひご覧ください。　
※写真は市ホームページでも見ることができます。 
 

4月9日～15日 
午前9時～午後8時 
市民ギャラリー 
 

とき・ところ 

■候補作品 

平成19年（2007年）No.801

●特集：平成19年度予算‥2ー5 
●公民館春季講座生募集‥6ー7 
●タウンタウン‥8ー9 
まちづくりの輪（最終回） 
　「演芸ボランティア　珍ちくりん劇団」 
●生涯学習大学‥10 
●情報コーナー‥11ー28 
 

　
現
在
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
Ｊ
Ｒ
加
古

　
現
在
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
Ｊ
Ｒ
加
古

川
駅
南
広
場
に
、
市
の
玄
関
口
の
シ
ン
ボ
ル

川
駅
南
広
場
に
、
市
の
玄
関
口
の
シ
ン
ボ
ル

と
な
る
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
（
立
体
造
形
作
品
）

と
な
る
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
（
立
体
造
形
作
品
）

を
設
置
し
ま
す
。
そ
こ
で
、
造
形
美
術
家
十

を
設
置
し
ま
す
。
そ
こ
で
、
造
形
美
術
家
十

人
に
よ
る
候
補
作
品
を
み
な
さ
ん
に
見
て
い

人
に
よ
る
候
補
作
品
を
み
な
さ
ん
に
見
て
い

た
だ
き
、
実
際
に
設
置
す
る
作
品
一
点
を
投

た
だ
き
、
実
際
に
設
置
す
る
作
品
一
点
を
投

票
で
決
定
し
ま
す
。
み
ん
な
の
広
場
の
モ
ニ

票
で
決
定
し
ま
す
。
み
ん
な
の
広
場
の
モ
ニ

ュ
メ
ン
ト
を
選
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

ュ
メ
ン
ト
を
選
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。 

　
現
在
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
Ｊ
Ｒ
加
古

川
駅
南
広
場
に
、
市
の
玄
関
口
の
シ
ン
ボ
ル

と
な
る
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
（
立
体
造
形
作
品
）

を
設
置
し
ま
す
。
そ
こ
で
、
造
形
美
術
家
十

人
に
よ
る
候
補
作
品
を
み
な
さ
ん
に
見
て
い

た
だ
き
、
実
際
に
設
置
す
る
作
品
一
点
を
投

票
で
決
定
し
ま
す
。
み
ん
な
の
広
場
の
モ
ニ

ュ
メ
ン
ト
を
選
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。 

問合先　市役所道路建設課（　427・9243） 
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▲5月、東加古川駅北にオー
プンする（仮称）東加古川
子育てプラザ。 

　
一
般
会
計
の
予
算
で
は
、
歳
入
の

多
く
を
占
め
る
市
税
収
入
が
前
年
度

か
ら
約
四
十
六
億
九
千
万
円
増
え
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
、
定
率
減
税
の
廃

止
や
、
製
造
業
な
ど
の
業
績
が
好
調

だ
っ
た
こ
と
か
ら
法
人
市
民
税
が
伸

び
た
こ
と
も
増
え
た
要
因
の
一
つ
で

す
が
、
そ
の
多
く
は
国
の
「
三
位
一

体
の
改
革
」
と
し
て
行
わ
れ
た
税
源

移
譲
に
よ
る
も
の
で
す
。
し
か
し
、

三
位
一
体
の
改
革
に
よ
り
地
方
交
付

税
が
二
十
五
億
二
千
万
円
減
る
な
ど
、

国
か
ら
地
方
へ
配
分
さ
れ
る
お
金
は

大
幅
に
減
っ
て
い
ま
す
。 

予
算
総
額
は
1
、5
9
2
億
8
、6
7
3
万
円
 

引
き
続
き
行
財
政
改
革
に
 

取
り
組
み
ま
す
 

　
一
方
、
歳
出
で
は
、
民
生
費
が
約

六
億
六
千
万
円
増
え
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
、
小
学
校
三
年
生
ま
で
の
医
療

費
の
無
料
化
や
三
歳
未
満
の
児
童
手

当
を
一
律
一
万
円
に
増
額
し
た
こ
と

な
ど
、
少
子
化
対
策
に
力
を
入
れ
た

こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。
こ
の
よ
う

に
、
福
祉
に
か
か
る
お
金
な
ど
削
る

こ
と
の
で
き
な
い
経
費
が
占
め
る
割

合
は
依
然
と
し
て
高
く
、
ゆ
と
り
の

な
い
財
政
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。 

　
市
で
は
、
引
き
続
き
行
財
政
改
革

を
進
め
、
限
ら
れ
た
財
源
を
有
効
に

使
う
こ
と
で
、
だ
れ
も
が
住
み
続
け

た
い
と
思
え
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

ま
す
。
く
わ
し
い
事
業
の
内
容
に
つ

い
て
は
、
四
、
五
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。 

三
位
一
体
の
改
革
に
よ
る
 

税
源
移
譲
で
市
税
収
入
が
増
え
 

地
方
交
付
税
が
減
り
ま
し
た
 

一般会計  
744億4,000万円 
（0.3％増） 
（　）内は昨年度と比較した増減率 

特別会計　６５４億９,２９３万円（２.０％増） 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

 

252億559万円 

165億7,856万円 

122億7,450万円 

7,296万円 

１億4,071万円 

96億5,093万円 

2億9,326万円 

3億1,545万円 

1,770万円 

1億4,432万円 

8,013万円 

5億7,381万円 

1億4,501万円 

 

国 民 健 康 保 険 事 業 

老 人 保 健 事 業 

介 護 保 険 事 業 

生 活 安 全 共 済 事 業 

公設地方卸売市場事業 

公 共 下 水 道 事 業 

公 園 墓 地 造 成 事 業 

夜 間 急 病 医 療 事 業 

緊急通報システム事業 

駐 車 場 事 業 

歯科保健センター事業 

農 業 集 落 排 水 事 業 

財 産 区 

企業会計　１９３億５,３８０万円（１０.１％増） 
80億49万円 

113億5,331万円 

● 

● 

水 道 事 業 

病 院 事 業 

平成19年度の主な事業 
放置自転車の撤去など 

加古川中部幹線の整備 

加古川駅南広場の改良 

中心市街地の整備 

加古川駅北地区の土地区画整理 

東加古川駅周辺の整備 

防災マップの作成 

地震ハザードマップの作成 

児童手当の給付 

（仮称）東加古川子育てプラザの開設 

野口保育園の建設に向けた設計 

生活習慣病の予防啓発など 

つつじ療育園の建設に向けた設計 

小学校3年生までの医療費助成 

中央消防署北分署の改築 

川西小学校校舎の改築 

加古川中学校校舎の増築など 

体験型環境学習の実施 

スクールアシスタントの増員 

放課後子どもプランの実施 

児童クラブの運営 

（仮称）尾上公民館の建設に向けた設計 

未利用農地の活性化と農業の担い手育成 

過疎化や高齢化の進む地域の農地などの保全・管理 

公設地方卸売市場の機能効率化の研究 

中小企業の商品開発や技術開発への助言など 

環境を監視する測定局の新設 

公用車に天然ガス自動車を導入 

旧クリーンセンターの解体撤去 

志方東公園の整備 

市営住宅への火災警報器の設置 

鶴林寺周辺の景観整備 

税などのコンビニ収納導入に向けた準備 

 

  

6,660万円 

7億4,489万円 

7億4,218万円 

1億829万円 

10億8,021万円 

7億6,721万円 

700万円 

2,327万円 

22億1,865万円 

4,877万円 

2,000万円 

900万円 

2,300万円 

10億2,074万円 

3億757万円 

2億5,259万円 

2億1,672万円 

140万円 

3,947万円 

410万円 

1億5,208万円 

1,100万円 

2,400万円 

1,294万円 

440万円 

489万円 

1,420万円 

603万円 

2億8,333万円 

3,200万円 

378万円 

200万円 

197万円 
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用語説明 
〔歳入〕 
■市税：市民税や固定資産税など　■国庫支出金、県支出金：特定の事業

に対して、その財源の一部として国や県から支出されるお金 ■市債：道路

や学校などを整備するために借り入れるお金　■地方交付税：自治体間の

財政的な不均衡を調整するため、国から支出されるお金　■繰入金：基金

を取り崩したもの　■地方消費税交付金：消費税の中から各市町に配分さ

れるお金　　 

〔歳出〕 
■民生費：高齢者や障害者などのための福祉施策や子育て環境の充実など

■土木費：道路や公園の整備など　■総務費：財産管理や企画、税務事務

など　■公債費：市債の返済費用　■衛生費：ごみ・し尿処理や保健事業

など　■教育費：学校や公民館の整備など　■消防費：消火・救急活動な

ど　■労働費：勤労者の福利厚生など　■商工費：産業振興や観光など　

■農林水産業費：農業、水産業の振興など　■議会費：議会の運営など 
 
 

 

平成１9年度 

　
市
で
は
、
み
な
さ
ん
が
納
め
た
税
金
を
有
効
に
使
っ
て
事
業
を
計

画
的
に
進
め
て
い
く
た
め
に
、
一
年
間
に
ど
の
く
ら
い
お
金
が
入
っ

て
く
る
か
見
積
も
り
、
何
に
ど
の
よ
う
に
使
う
か
決
め
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
予
算
と
い
い
ま
す
。
今
月
の
特
集
で
は
、
平
成
十
九
年
度
予

算
の
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。
 

　
市
の
予
算
は
、
会
計
の
処
理
方
法

の
違
い
な
ど
か
ら
一
般
会
計
、
特
別

会
計
、
企
業
会
計
の
三
つ
の
会
計
で

成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
一
般
会
計
は
、

道
路
や
学
校
の
整
備
、
福
祉
や
教
育

の
充
実
な
ど
、
市
の
基
本
的
な
事
業

を
行
う
も
の
で
す
。
特
別
会
計
は
、

国
民
健
康
保
険
の
保
険
料
や
下
水
道

の
使
用
料
な
ど
特
定
の
収
入
で
特
定

の
事
業
を
行
う
も
の
で
、
現
在
十
三

会
計
あ
り
ま
す
。
企
業
会
計
は
、
民

間
企
業
と
同
じ
よ
う
な
会
計
処
理
を

行
う
も
の
で
、
水
道
事
業
と
病
院
事

業
の
二
つ
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
を

す
べ
て
合
わ
せ
た
平
成
十
九
年
度
の

予
算
は
、
千
五
百
九
十
二
億
八
千
六

百
七
十
三
万
円
で
過
去
最
高
と
な
っ

て
い
ま
す
。 

 

歳入 歳出 

民生費 
204億6,488万円 

(3.3％増)

土木費 
132億4,084万円 

(3.3％減)

総務費 
97億7,512万円 

　(2.0％増)

公債費 
85億3,405万円 

(0.1％減)

教育費 
66億8,323万円 

(4.3％減)

衛生費 
74億6,121万円 

(4.8％増)

消防費 
36億5,206万円 

(7.2％増)

労働費 
18億2,133万円 

(10.5％減)

商工費 
11億857万円 
(20.9％減)

農林水産業費 
10億5,384万円 

(3.1％増)
議会費 

5億4,487万円 
(1.7％増)

予備費 1億円 
(0％)

その他 
29億5,131万円 

分担金及び負担金 
12億2,933万円 
 (13.0％増)

使用料及び手数料 
12億9,365万円 
　　　 (3.5％減)

地方消費税交付金 
22億円 
(2.3％増)

県支出金 
38億9,315万円 
(9.8％増)

繰入金 
36億2,717万円 
(5.6％増)

諸収入 
37億8,116万円 
(15.6％減)

市債 
56億7,190万円 
(6.9％増)

地方交付税 
40億5,000万円 
(38.4％減)

国庫支出金 
62億9,133万円 
 (3.0％減)

市税 
394億5,100万円 
(13.5％増)
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環
境
負
荷
を
軽
減
す
る
た
め
、
硫
黄
酸
化
物
や
黒
煙
を
ほ
と
ん
ど
排
出

し
な
い
天
然
ガ
ス
自
動
車
を
公
用
車
と
し
て
３
台
導
入
し
ま
す
。
 

　
近
い
将
来
、
発
生
が
予
想
さ
れ
て
い
る
東
南
海
・
南
海
地
震
な
ど
に
備
え
、

地
震
の
強
い
揺
れ
が
始
ま
る
前
に
地
震
の
発
生
を
知
ら
せ
る
「
緊
急
地
震

速
報
シ
ス
テ
ム
」
を
学
校
な
ど
の
公
共
施
設
に
整
備
し
ま
す
。
さ
ら
に
、

防
災
マ
ッ
プ
を
作
成
し
、
日
ご
ろ
か
ら
の
防
災
意
識
を
高
め
ま
す
。
ま
た
、

老
朽
化
し
た
中
央
消
防
署
北
分
署
を
改
築
し
、
災
害
活
動
拠
点
と
し
て
の

機
能
を
強
化
し
ま
す
。 

　
Ｊ
Ｒ
加
古
川
駅
南
広
場
や
Ｊ
Ｒ
東
加
古
川
駅
周
辺
の
整
備
を
進
め
、
都

心
機
能
の
充
実
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
Ｊ
Ｒ
宝
殿
駅
を
だ
れ
も
が
利
用
し

や
す
い
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
駅
に
す
る
た
め
の
基
本
設
計
を
行
う
な
ど
、
す

べ
て
の
人
が
自
由
に
快
適
に
過
ご
せ
る
ま
ち
を
目
指
し
ま
す
。
 

　
別
府
町
新
野
辺
に
、
二
酸
化
硫
黄
や
窒
素
化
合
物
、
浮
遊
粒
子
状
物
質

を
測
定
す
る
測
定
局
を
設
置
す
る
な
ど
、
大
気
環
境
の
監
視
体
制
を
さ
ら

に
強
化
し
、
市
民
の
安
全
と
健
康
を
守
る
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。
 

　
景
気
が
緩
や
か
に
回
復
し
て
い

る
昨
今
、
国
や
地
方
自
治
体
に
お

け
る
財
政
状
況
の
健
全
化
に
向
け

て
さ
ま
ざ
ま
な
制
度
改
正
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
一
方
、
少
子
高
齢

化
は
着
実
に
進
ん
で
い
る
こ
と
か

ら
、
平
成
十
九
年
度
は
、
加
古
川

市
を
住
み
よ
い
ま
ち
と
し
て
次
世

代
に
引
き
継
い
で
い
き
た
い
と
い

う
思
い
で
予
算
編
成
し
ま
し
た
。

ソ
フ
ト
面
で
は
子
育
て
環
境
の
充

実
に
、
ハ
ー
ド
面
で
は
加
古
川
駅

や
東
加
古
川
駅
周
辺
の
整
備
な
ど
、

未
来
の
加
古
川
市
の
発
展
の
礎
と

な
る
事
業
へ
重
点
的
に
予
算
を
配

分
し
ま
し
た
。
今
後
も
行
財
政
改

革
に
取
り
組
み
な
が
ら
、
み
な
さ

ん
と
と
も
に
魅
力
あ
ふ
れ
る
「
ふ

る
さ
と
加
古
川
」
の
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
い
き
ま
す
の
で
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。 

企
画
部 

　
　
大
山
次
長 

 

　平成19年度予算では、将来を見据えて子育
て支援に重点を置きました。このページでは、
今年度新たに取り組む事業や、内容をさらに充
実した事業を中心に紹介します。 

今月のテーマは●平成19年度予算●です 

　市では、職員の知恵と能力を積極的に活用し、予算

を伴わずに市民サービスを向上させる取り組みを「ゼ

ロ予算事業（Do the Best事業）」として行います。全

36事業のうち、その一部を紹介します。  
■出前講座…職員が地域、学校などに出向き、福祉や
環境などさまざまな行政情報を発信します。  
■園庭の芝生化…県民まちなみ緑化事業（県税）を
活用して保育園の園庭に芝生を植えます。植えた後の
管理は、地域のみなさんと職員ボランティアが協力し
て行います。  
■動く市民ギャラリー…「かこバス」車内の広告な
どの掲示スペースを活用して、市民のみなさんによる
絵や写真を展示します（今秋募集予定）。  
■ネットデイ…地域のみなさんと学校が協力して、
学校内のＬＡＮ（パソコンによるネットワーク）環境
を整備します。 

米
田
町
　 

　
瀬
　
芽
子
さ
ん 

ソ
フ
ト
・ハ
ー
ド
両
面
で 

次
代
を
見
据
え
た 

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す 

 

　
予
算
の
く
わ
し
い
内
容
は
、
市
役
所
行
政
資
料
室
で
予
算
書
を
閲
覧

い
た
だ
く
か
、
市
役
所
財
政
課
（
　
4
2
7
・
9
1
1
6
）
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

  

　
放
課
後
に
教
室
や
体
育
館
な
ど
を
利
用
し
て
、
児
童
が
地
域
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
み
な
さ
ん
と
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
な
ど
の
体
験
・
交
流
活
動

に
取
り
組
む
「
放
課
後
子
ど
も
プ
ラ
ン
」
を
陵
北
小
学
校
・
野
口
南
小

学
校
で
モ
デ
ル
的
に
実
施
し
ま
す
。 

    　
指
導
者
が
不
足
し
て
い
る
中
学
校
の
運
動
部
に
、
企
業
や
地
域
で
活

躍
す
る
専
門
的
な
知
識
や
技
能
の
あ
る
人
材
を
派
遣
し
ま
す
。 

 

   　
少
子
化
対
策
の
一
環
と
し
て
、
小
学
校
三
年
生
ま
で
の
保
険
適
用
医

療
費
の
負
担
が
な
く
な
り
ま
す
。
あ
わ
せ
て
保
護
者
の
所
得
制
限
も
な

く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
三
歳
未
満
の
子
ど
も
に
対
す
る
児
童
手
当
を
一

律
月
額
一
万
円
に
増
額
し
ま
す
。 

   　
妊
婦
に
や
さ
し
い
環
境
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
ま
わ
り
の
人
に
、

現
在
妊
娠
中
で
あ
る
こ
と
を
さ
り
げ
な
く
伝
え
気
遣
い
を
促
す
「
マ
タ

ニ
テ
ィ
マ
ー
ク
」
の
つ
い
た
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
を
配
布
し
ま
す
（
く
わ
し

く
は
13
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）。 

   

　
Ｊ
Ｒ
加
古
川
駅
南
に
あ
る
「
か
こ
が
わ
ウ
ィ
ズ
プ
ラ
ザ
」
同
様
、
親

子
が
気
軽
に
集
い
、
子
育
て
に
関
す
る
相
談
や
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
交
換

の
で
き
る
場
を
目
指
し
て
、
Ｊ
Ｒ
東
加
古
川
駅
北
に
子
育
て
支
援
の
新

た
な
拠
点
「（
仮
称
）
東
加
古
川
子
育
て
プ
ラ
ザ
」
を
開
設
し
ま
す
。 

   

　
出
産
や
育
児
の
た
め
に
離
職
し
た
女
性
の
再
就
職
や
起
業
、
地
域
活

動
な
ど
を
応
援
す
る
た
め
、
セ
ミ
ナ
ー
や
個
別
相
談
を
行
い
ま
す
。 

   

　
配
偶
者
や
恋
人
か
ら
の
暴
力
や
児
童
虐
待
な
ど
多
様
化
し
て
い
る
児 

童
・
母
子
問
題
に
対
応
す
る
た
め
、
女
性
相
談
、
家
庭
児
童
相
談
、
母

子
相
談
の
体
制
を
充
実
し
ま
す
。 

平
岡
町
　
中
須
　
友
紀
さ
ん 

　
　
　
　
　
　
　
健
人
く
ん 

 

　 石
川
　
裕
子
さ
ん
　 

　
　
　
啓
介
く
ん 

　
　
　
隼
人
く
ん 

　
　
　
翔
く
ん
　 

 

平
岡
町 
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●
平
岡
公
民
館 

【
期
間
】
５
月
17
日
〜
来
年
３
月
の

毎
月
第
１
・
３
木
曜
日
午
後
１
時
〜

４
時
30
分 

【
定
員
】20
人 

【
受
講
料
】
８
千
500
円
（
別
に
材
料

費
な
ど
が
必
要
） 

●
陵
南
公
民
館 

【
期
間
】
５
月
17
日
〜
来
年
３
月
の

毎
月
第
１
・
３
木
曜
日
午
後
１
時
30

分
〜
３
時
30
分 

【
定
員
】20
人 

【
受
講
料
】
月
額
千
500
円
（
別
に
材

料
費
な
ど
が
必
要
） 

   

●
別
府
公
民
館 

【
期
間
】
５
月
18
日
〜
来
年
２
月
の

毎
月
第
３
金
曜
日
午
後
１
時
30
分
〜

３
時
30
分 

【
対
象
】18
歳
以
上
の
人 

【
定
員
】20
人 

【
受
講
料
】
６
千
円
（
別
に
テ
キ
ス

ト
代
な
ど
が
必
要
） 

   

●
平
岡
公
民
館 

【
期
間
】
５
月
19
日
〜
来
年
３
月
の

毎
月
第
１
・
３
土
曜
日
午
前
10
時
〜

正
午 

【
定
員
】30
人 

【
受
講
料
】
８
千
円
（
別
に
材
料
費

な
ど
が
必
要
） 

   

●
別
府
公
民
館 

【
期
間
】
５
月
12
日
〜
来
年
３
月
の

毎
週
土
曜
日
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

30
分 

【
対
象
】
小
学
校
５
・
６
年
生 

【
定
員
】30
人 

【
受
講
料
】
５
千
円
（
別
に
テ
キ
ス

ト
代
な
ど
が
必
要
） 

           

      ●
志
方
公
民
館 

【
期
間
】
５
月
12
日
〜
来
年
３
月
の

毎
月
第
２
・
４
土
曜
日
午
前
10
時
〜

11
時
30
分 

【
内
容
】
図
画
・
工
作
な
ど 

【
対
象
】
小
学
校
１
〜
３
年
生 

【
定
員
】20
人 

【
受
講
料
】
１
万
円
（
材
料
費
な
ど

を
含
む
） 

●
両
荘
公
民
館 

【
期
間
】
５
月
19
日
〜
来
年
３
月
の

毎
月
第
１
・
３
土
曜
日
午
前
10
時
〜

11
時
30
分 

【
内
容
】
図
画
・
工
作 

【
対
象
】
小
学
校
１
〜
３
年
生 

【
定
員
】20
人 

【
受
講
料
】
１
万
円
（
材
料
費
な
ど

を
含
む
） 

    ●
加
古
川
公
民
館 

【
期
間
】
５
月
12
日
〜
来
年
２
月
の

土
曜
日
午
前
10
時
〜
正
午
（
20
回
コ

ー
ス
） 

【
対
象
】
幼
稚
園
児
、
小
学
生 

【
定
員
】20
人 

【
受
講
料
】
７
千
円
（
別
に
教
材
費

な
ど
が
必
要
） 

   

●
加
古
川
北
公
民
館 

【
期
間
】
５
月
15
日
〜
来
年
２
月
の

毎
月
第
２
土
曜
日
、
第
3
・
４
火
曜

日
午
後
３
時
〜
４
時
30
分 

【
対
象
】
平
成
13
年
４
月
２
日
〜
平

成
15
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
子
ど
も 

【
定
員
】30
人 

【
受
講
料
】
８
千
円
（
材
料
費
な
ど

を
含
む
） 

 

   

●
氷
丘
公
民
館 

【
期
間
】
５
月
19
日
〜
来
年
３
月
の

毎
月
第
１
・
３
土
曜
日
午
後
２
時
〜

３
時
30
分 

【
対
象
】
平
成
13
年
４
月
２
日
〜
平

成
15
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
子
ど
も 

【
定
員
】30
人 

【
受
講
料
】
６
千
円
（
材
料
費
な
ど

を
含
む
） 

●
東
加
古
川
公
民
館 

【
期
間
】
５
月
12
日
〜
来
年
３
月
の

毎
月
第
２
・
４
土
曜
日
午
後
２
時
〜

３
時
30
分 

【
対
象
】
平
成
13
年
４
月
２
日
〜
平

成
15
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
子
ど
も

【
定
員
】30
人 

【
受
講
料
】
６
千
円
（
材
料
費
な
ど

を
含
む
） 

6

料　理　講　座 

陵 南 公 民 館 

陵南公民館 工
場 

加古川バイパス 

●スーパー 

●ホームセンター 

陵南 
中学校 

加古川北公民館 

●
病
院 

● 
住吉神社 山手中学校 

● 

加古川北 
公民館 県

道
八
幡
別
府
線

加古川バイパス 

JR山陽本線 

●加古川東工業団地 

国道２号
 運送会社

● 

●県営 

城の宮団
地 
●スーパー 

平岡公民館 

平 岡 公 民 館 

県
道
本
荘
平
岡
線 

春 季 講 座 生 
 

申 込 方 法  
　4月17日（必着）までに、ハガキに①講座名②住

所③氏名・ふりがな④年齢⑤電話番号を書いて各公民

館へ郵送してください（申込者多数の場合は抽選）。   

※子どもが対象の教室に申し込む場合は、①講座名②

住所③参加する子どもの氏名・ふりがな④生年月日⑤

保護者名⑥電話番号を書いてください。 

※市のホームページからも申し込むことができます。 

 

5月11日～9月 
毎週金曜日 午前10時～正午 

２，８００円 
（材料費などは別） 

5月15日～来年3月 
毎月第1・3火曜日 午後6時30分～8時30分 
 5月16日～来年3月 
毎月第１・3水曜日 午前10時～正午 
 

７，０００円 
（材料費などは別） 

７，０００円 
（材料費などは別） 

３，５００円 
（材料費などは別） 

5月9日～9月 
毎週水曜日 午後6時～8時 
 

３，５００円 
（材料費などは別） 

 
 

 
 

4月26日～来年3月 
毎週木曜日 午前9時30分～11時30分 

4月25日～来年3月 
毎週水曜日 午前9時30分～11時30分 

4月25日～来年3月 
毎月第1・3水曜日 午後6時30分～8時30分 

4月26日～来年3月 
毎週木曜日 午後6時～8時 

６，０００円 
（材料費などは別） 

5月23日～来年2月 
毎月第4水曜日 午前10時～午後1時 
 

5月8日～来年3月 
毎週火曜日 午前9時30分～正午 

5月9日～来年3月 
毎週水曜日 午後6時30分～9時 

３，１５０円 
（材料費などは別） 

5月8日～来年3月 
毎週火曜日 午前10時～正午 

７，０００円 
（材料費などは別） 

5月8日～来年3月 
毎週火曜日 午後6時～8時 

７，０００円 
（材料費などは別） 

5月17日～来年3月 
毎月第3木曜日 午前10時～正午 

１，７５０円 
（材料費などは別） 

5月11日～来年3月 
毎月第2・4金曜日 午後6時30分～9時 
 

３，５００円 
（材料費などは別） 

３，１５０円 
（材料費などは別） 

5月１5日～10月 
毎月第1・3火曜日 午前10時～正午 

5月１2日～10月 
毎月第2・4土曜日 午前10時～正午 

１，７５０円 
（材料費などは別） 

１，７５０円 
（材料費などは別） 

24人 

24人 

30人 

30人 

24人 

20人 

20人 

20人 

24人 

24人 

30人 

24人 

24人 

24人 

24人 

24人 

24人 

24人 

20人 

講座名 公民館 期　間 定員 受講料 

家 庭 料 理 教 室 

クッキ ン グ サ ロ ン 

料 理 講 座 Ａ 

料 理 講 座 Ｂ 

レディースキッチン 

料 理 講 座 

料 理 教 室 Ａ 

料 理 教 室 Ｂ 

楽・らくクッキング 
　（ 昼 の 部 ）　 

楽・らくクッキング 
　（ 夜 の 部 ）　 

料 理 講 座 

家 庭 料 理 教 室 

家庭料理教室なごみ 

家庭料理教室ほほえみ 

め ざ せ 料 理 の 達 人  
男 性 料 理 教 室  

てきぱきクッキング 

レディースキッチンＡ 

レディースキッチンＢ 

料 理 教 室 

 

加古川西 
 

浜の宮 

東加古川 

別　府 

志　方 

野　口 

氷　丘 

平　岡 

陵　南 

加古川北 

生

け

花

講

座 

物
語
づ
く
り
入
門
講
座 

茶

道

講

座 

幼
児
造
形
画
教
室 

 

を募集 

幼

児

造

形

教

室 

子
ど
も
造
形
教
室 

子

ど

も

英

会

話 

子

ど

も

琴

教

室 

加古川 

８,０００円 
（材料費などを含む） 

東加古川公民館 

国道２号 

パ
チ
ン
コ
● ●スーパー 

県
道
八
幡
別
府
線 

東加古川 
公民館 

5月8日～来年3月 
毎月第2・4火曜日 午前10時～正午 
 5月10日～来年3月 
毎月第2・4木曜日 午後6時～8時 
 

両　荘 
 

　市内の公民館では、だれもが気軽に参加できる講座や教室を開
いています。現在、春に開講する講座の受講生を募集しています。
新しい仲間と楽しいひとときを過ごしてみませんか。 

国道２号 

加
古
川
公
民
館 

●
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー 

県
道
加
古
川
小
野
線 

加古川公民館 浜の宮公民館 

県道明石高砂線 

●
浜
の
宮
中
学
校 

●浜の宮小学校 

浜の宮 
　公園内 

 ● 
市民プール 

グラウンド● 

浜の宮 
公民館 

加古川西公民館 

ＪＲ山陽本線 

●
市
民
病
院 

県
道
高
砂
北
条
線 

加古川西 
公民館 

宝殿駅 

志 方 公 民 館 

●
J
A

●志方小学校 
県
道
小
原
宝
殿 

　
　
　
停
車
場
線 

志方公民館 

両 荘 公 民 館 
両
荘
中
学
校 

  県道 
神戸加古川 
　　　　姫路線 

両荘公民館 

氷 丘 公 民 館 

氷
丘
中
学
校 

加
古
川
北
高
校 

氷丘公民館 

野 口 公 民 館 

国道２号 ● 
JA

野口 
公民館 

中部中学校 

別 府 公 民 館 

旧浜国道 

山陽電鉄 
別府 

●別府町幼稚園 

●別府 
小学校 

別
府
川 

東部隣保館 
●　　 

なかじま公園 
●　　 

ス
ー
パ
ー 

別府 
公民館 

 

〒６７５ー０１３２ 
別府町宮田町３ー３ 
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小
規
模
作
業
所
で
働
く
自
閉
症
の
「
画
家
」 

　
　
　
　
　
新
見
　
直
子
さ
ん
（
23
歳
）
 

▲「同じ目的に向かって喜怒哀楽を分かち合える『多宝の仲間』 
です」とみなさん。 

▲昨年度は朝来市など遠方からも出演依頼が舞い込み、64公演を 
こなすほどの人気ぶりだったとか。 

▲お母さんのお気に入りの作品。女の子
が幾重にも重なり合って舞っている。 

　高炉の大きさに驚嘆　2月22日に行われた「高砂
～加古川今昔バスツアー」には77人が参加。高砂市
内の歴史的洋館や、神戸製鋼所加古川製鉄所、あかが
ね御殿などを訪れ、地域の魅力にふれました。 

  

に
い
み
　
　
　
　
な
お
こ
　
　 

　お母さんたちの楽しそうな声が響いています。大空教室（会員数
10人）では、ダウン症、呼吸障害、てんかんなどさまざまな障害
を持つ子どもとお母さんが、毎週水曜日午後1時から加古川西公
民館に集まり、音楽療法を通じた子どものケアやお母さん同士の情
報交換をしています。「障害に合った病院のこととか、自分の知ら
ないいろんな情報を知ることができます」「耳の聞こえにくい息子
が風船を抱え、太鼓の音を振動で感じて笑顔を見せてくれたんですよ」
と話します。「障害のない兄弟も連れて来ることができるのがうれ
しいですね」と言う人も。「みんなでおしゃべりすることで、リフレッシュできますよ。一度遊びに来てみま
せんか」と代表の竹内さんはおっしゃっていました。 

【問合先】竹内さん 
たけうち 

　
「
珍
ち
く
り
ん
劇
団
」
は
、

高
齢
者
大
学
「
い
な
み
野
学

園
」
の
卒
業
生
ら
で
つ
く
る

演
芸
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー

プ
で
す
。
「
卒
業
し
て
仲
間

と
離
れ
離
れ
に
な
っ
て
し
ま

う
の
は
惜
し
い
。
共
に
集
ま

り
何
か
地
域
で
お
役
に
立
つ

こ
と
が
で
き
れ
ば
」
と
平
成

十
六
年
に
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

メ
ン
バ
ー
三
十
八
人
の
平
均

年
齢
は
約
七
十
歳
。
老
人
ク

ラ
ブ
の
集
ま
り
や
福
祉
施
設
、

幼
稚
園
な
ど
に
出
向
い
て
、

ど
じ
ょ
う
す
く
い
や
歌
謡
浪
曲
、
よ
さ
こ
い
踊
り
な
ど
十
種
類
の

演
目
を
披
露
す
る
活
動
を
し
て
い
ま
す
。 

　
団
長
の
竹
林
さ
ん
は
「
ハ
ン
ド
ベ
ル
演
奏
に
挑
戦
し
て
も
ら
っ

た
り
、
ハ
ー
モ
ニ
カ
に
合
わ
せ
て
一
緒
に
歌
っ
て
も
ら
っ
た
り
す

る
参
加
型
の
演
目
も
あ
り
ま
す
。
お
客
さ
ん
の
年
齢
層
な
ど
を
考

え
て
演
目
や
セ
リ
フ
も
変
え
て
い
る
ん
で
す
よ
」
と
演
出
の
工
夫

を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
週
二
回
の
練
習
に
加
え
、
ほ
ぼ
週
一
回

の
公
演
と
い
う
ハ
ー
ド
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
も
「
大
変
で
す
が
、
ほ

の
ぼ
の
と
し
た
芸
が
笑
顔
や
癒
や
し
に
つ
な
が
れ
ば
と
い
う
思
い

で
演
じ
て
い
ま
す
」
「
ど
じ
ょ
う
す
く
い
は
子
ど
も
に
も
受
け
る

ん
で
す
よ
。
一
緒
に
踊
り
だ
す
子
も
い
た
り
し
て
、
こ
ち
ら
も
楽

し
ま
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
」
と
語
る
メ
ン
バ
ー
の
み
な
さ
ん
。

今
後
は
、
こ
の
活
動
が
ず
っ
と
続
い
て
い
く
よ
う
、
後
継
者
の
育

成
に
も
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
そ
う
で
す
。 

　
み
な
さ
ん
の
、
と
て
も
若
く
て
い
き
い
き
と
し
た
様
子
に
は
本

当
に
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
人
の
役
に
立
て
る
と
い
う
喜
び
に
輝

く
笑
顔
に
「
わ
た
し
も
ま
だ
ま
だ
こ
れ
か
ら
。
も
っ
と
頑
張
ら
な

く
て
は
」
と
元
気
を
い
た
だ
い
て
帰
り
ま
し
た
。 

 

▲ 

▲「ぎょうさん」答えて、目指せ「かこがわ人」！　3月11日、
ご当地検定「かこがわ検定」が初めて行われました。受験生177
人は、市の歴史、文化、風習などに関する難問珍問50問に挑戦し
ました。 

������

 

　
ペ
ン
を
握
り
、
下
絵
な
し
で
一

気
に
描
き
上
げ
る
。
一
時
間
も
た

た
な
い
う
ち
に
独
特
の
タ
ッ
チ
で

描
か
れ
た
や
わ
ら
か
な
絵
が
で
き

あ
が
っ
た
。
描
い
た
の
は
新
見
直

子
さ
ん
。
発
達
障
害
の
一
種
で
あ

る
自
閉
症
の
新
見
さ
ん
は
、
市
内

の
小
規
模
作
業
所
で
働
き
な
が
ら

絵
を
描
い
て
い
る
。 

　
養
護
学
校
高
等
部
時
代
か
ら
、

周
り
の
人
た
ち
が
驚
く
ほ
ど
の
絵

を
描
い
て
い
た
新
見
さ
ん
。
卒
業
後
、
知
人
の
紹
介
で
障
害
者

の
芸
術
発
表
の
場
「
エ
イ
ブ
ル
・
ア
ー
ト
近
畿
２
０
０
４
」
に

出
展
し
た
絵
が
評
価
さ
れ
、
神
戸
元
町
商
店
街
な
ど
に
飾
ら
れ 

た
。
「
小
さ
い
と
き
か
ら
絵
を
描
く
の
が
好
き
な
子
で
し
た
が
、

今
の
よ
う
な
絵
の
タ
ッ
チ
に
な
っ
た
の
は
、
こ
の
こ
ろ
か
ら
で

し
ょ
う
か
」
と
お
母
さ
ん
は
振
り
返
る
。 

　
言
葉
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
困
難
な
新
見
さ
ん
。 

「
何
を
描
い
た
の
？
」
と
問
い
か
け
て
も
答
え
は
返
っ
て
こ
な

い
こ
と
が
多
い
。
描
か
れ
た
絵
は
運
動
会
の
一
シ
ー
ン
や
公
園

で
憩
う
人
た
ち
を
思
わ
せ
る
も
の
な
ど
さ
ま
ざ
ま
だ
。
多
く
は

生
活
の
中
で
深
く
印
象
に
残
っ
た
瞬
間
を
描
写
し
た
も
の
と
思

わ
れ
る
。
お
母
さ
ん
の
お
気
に
入
り
は
「
ブ
ド
ウ
」
と
い
う
お

題
を
出
し
た
と
き
に
描
い
て
く
れ
た
作
品
。
ブ
ド
ウ
の
周
り
で

し
な
や
か
に
舞
う
六
十
六
人
も
の
女
の
子
が
印
象
的
だ
。
「
で 

も
、
い
つ
も
素
敵
な
絵
が
で
き
あ
が
る
わ
け
で
は
な
い
ん
で
す 

よ
。
色
を
塗
ら
ず
に
終
わ
る
こ
と
も
あ
る
し
、
描
き
た
が
ら

な
い
と
き
も
あ
り
ま
す
」
と
お
母
さ
ん

は
話
す
。 

　
小
規
模
作
業
所
で
は
、
み
ん
な
か
ら

「
な
お
ち
ゃ
ん
」
と
呼
ば
れ
愛
さ
れ
て

い
る
新
見
さ
ん
。
ビ
ー
ズ
に
糸
を
通
し

て
ネ
ッ
ク
レ
ス
や
指
輪
な
ど
を
作
る
の
が
彼
女
の
仕
事
だ
。
「
形

を
把
握
す
る
能
力
に
長
け
て
い
る
の
か
、
製
品
を
作
る
ス
ピ
ー

ド
と
正
確
さ
に
は
驚
き
ま
す
ね
」
「
や
さ
し
さ
あ
ふ
れ
る
な
お

ち
ゃ
ん
の
絵
を
見
る
と
、
心
が
洗
わ
れ
る
ん
で
す
」
と
話
し
て

く
れ
た
指
導
員
の
み
な
さ
ん
の
こ
と
ば
に
は
、
な
お
ち
ゃ
ん
が

作
業
所
の
み
ん
な
に
と
っ
て
、
な
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
だ
と

い
う
思
い
が
に
じ
ん
で
い
た
。 

　
「
な
お
ち
ゃ
ん
の
絵
を
た
く
さ
ん
の
人
に
見
て
も
ら
い
た
い

か
ら
、
機
会
が
あ
れ
ば
ど
ん
ど
ん
展
示
し
た
い
で
す
ね
。
そ
し 

て
、
彼
女
の
才
能
を
も
っ
と
伸
ば
し
て
く
れ
る
人
と
出
会
え
た

ら
い
い
な
」
と
語
る
作
業
所
の
み
な
さ
ん
と
お
母
さ
ん
。
そ
の

と
き
「
次
！
」
と
新
し
い
画
用
紙
を
催
促
す
る
な
お
ち
ゃ
ん
の

声
が
聞
こ
え
て
き
た
。 

 

  

　
新
見
さ
ん
の
作
品
は
、現
在
、市
役
所
本
館
１
階
「
福
祉
交
流
ひ

ろ
ば
」
に
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。
 

◆坂本七海男鉛筆画教室「第1回生徒作品展」　 とき：4月２９日～5月3日午前9時～午後5時　※5月3日は午後3時まで。　ところ：総合文化セ→　　　　　　　　　　　→ンター　内容：８０人以上の教室生による鉛筆画作品の展示　入場料：無料　問合先：坂本七海男（　４３１・１５９８）へ。 



◆事業主のみなさんは、労働保険料の申告・納付手続きを5月２１日までに済ませてください。　問合先：兵庫労働局労働保険適用室（　０７８・３６７・０７９０）へ。 

     　
市
で
は
、
経
済
的
な
理
由
で
就

学
が
困
難
な
小
・
中
学
校
の
児
童
、

生
徒
の
保
護
者
に
援
助
を
行
っ
て

い
ま
す
。
申
請
の
受
け
付
け
は
次

の
と
お
り
で
す
。
　
※
申
請
は
毎

年
必
要
で
す
。
 

【
と
き
・
と
こ
ろ
】
①
５
月
３０
日

〜
６
月
１
日
…
市
役
所
新
館
１０
階

大
会
議
室
　
②
６
月
４
日
〜
８
日

…
市
役
所
新
館
７
階
173
会
議
室
　

※
く
わ
し
く
は
、
５
月
中
旬
に
各

学
校
を
通
じ
て
配
布
す
る
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
 

【
援
助
対
象
】
学
用
品
や
校
外
活

動
、
修
学
旅
行
、
給
食
な
ど
学
校

で
必
要
な
費
用
の
一
部
 

□問
　
市
教
育
委
員
会
学
務
課
（
　

４
２
７
・
９
３
４
２
）
へ
。
 

   【
対
象
】
高
等
学
校
、
中
等
教
育

学
校
の
後
期
課
程
、
高
等
専
門
学

校
、
盲
・
聾
・
養
護
学
校
の
高
等

部
に
在
学
す
る
生
徒
 

【
受
給
資
格
】
次
の
す
べ
て
の
条

件
に
当
て
は
ま
る
人
　
①
保
護
者

が
市
内
に
住
ん
で
い
る
人
　
②
勉

学
意
欲
が
旺
盛
な
人
　
③
学
費
を

納
め
る
こ
と
が
困
難
と
認
め
ら
れ

る
人
　
④
ほ
か
の
奨
学
金
な
ど
を

受
け
て
い
な
い
人
　
⑤
４
月
１
日

現
在
２０
歳
未
満
の
人
 

【
給
付
人
数
】
１５０
人
 

【
給
付
金
額
】
月
額
５
千
円
 

【
申
請
方
法
】
５
月
３１
日
ま
で
に
、

申
請
書
に
必
要
書
類
を
添
え
て
各

学
校
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
　

※
募
集
要
領
、
申
請
書
は
各
学
校

に
あ
り
ま
す
。
 

□問
　
市
教
育
委
員
会
学
務
課
（
　

４
２
７
・
９
３
４
３
）
へ
。
 

   

   　
６０
歳
ま
で
の
人
で
次
の
よ
う
な

場
合
は
、
市
役
所
保
険
年
金
課
か

各
市
民
セ
ン
タ
ー
で
届
け
出
が
必

要
で
す
。
 

▽
２０
歳
に
な
っ
た
と
き
　
▽
会
社

な
ど
を
退
職
し
た
と
き
（
２０
歳
未

満
の
人
を
除
く
）
　
▽
国
民
年
金

第
１
号
被
保
険
者
が
転
入
し
た
と

き
　
▽
会
社
員
や
公
務
員
の
妻（
夫
）

で
夫
（
妻
）
が
会
社
を
退
職
し
た

と
き
や
夫
（
妻
）
の
健
康
保
険
の

扶
養
か
ら
外
れ
た
と
き
 

□問
　
市
役
所
保
険
年
金
課
（
　
４

２
７
・
９
１
９
３
）
へ
。
 

 

平成19年4月号 □申 ：申込方法  □問 ：問合先 

就
学
を
援
助
し
ま
す
 

こ
ん
な
と
き
に
は
 

届
け
出
を
 

奨
学
資
金
制
度
を
 

ご
利
用
く
だ
さ
い
 

ろ
う
 

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
場
合
は
 

保
険
料
の
免
除
・
納
付
猶
予
制
度
な
ど
が
あ
り
ま
す
 

 対
象
者

 

必
要
書
類 

承
認
期
間
の 

取
り
扱
い 

承
認
期
間

の
保
険
料

の
追
納 

審
査
内
容 

（
所
得
審
査

の
対
象
者
） 

制
度
名

 

学
生
納
付
特
例 

 

申
請
免
除 

全
額
免
除 

本
人
・
配
偶
者
・
世
帯 

主
の
所
得 

 

本
人
・
配
偶
者
の
所
得 

 

半
額
免
除 

学
生
で
納
付
が
困
難 

な
人
　 

※
対
象
校
は
個
々
に 

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

本
人
の
所
得 

・
年
金
手
帳 

・
印
鑑 

・
学
生
納
付
特
例
申
請
の
場
合
は
、
学
生
証
ま
た
は
在
学
証
明
書 

・
所
得
審
査
の
対
象
者
が
平
成
１８
年
４
月
以
降
に
次
に
該
当
す
る
場
合
は
、

そ
の
内
容
が
確
認
で
き
る
公
的
機
関
が
発
行
す
る
証
明
書
　
①
失
業
・
事
業

の
休
止
ま
た
は
廃
止
の
場
合
　
②
震
災
・
風
水
害
・
火
災
な
ど
に
よ
り
損
害

を
受
け
た
場
合 

・
所
得
審
査
の
対
象
者
の
う
ち
、
平
成
１８
年
1
月
2
日
以
降
に
転
入
し
た
人

が
い
る
場
合
は
、
そ
の
人
の
所
得
が
確
認
で
き
る
書
類
の
提
出
が
必
要
な
場

合
が
あ
り
ま
す
。 

年
金
を
受
け
取
る
た
め
に
必
要
な
期
間
（
受
給
資
格
期
間
）
に
入
り
ま
す
が
、

年
金
額
の
計
算
に
お
い
て
は
減
額
に
な
り
ま
す
。 

※
年
金
額
の
計
算
方
法
は
、
制
度
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。 

承
認
後
１０
年
以
内
で
あ
れ
ば
、
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め
る
こ
と
（
追
納
）
が

で
き
ま
す
。
追
納
し
た
期
間
は
、
年
金
額
が
減
額
さ
れ
ま
せ
ん
。
　
※
承
認

を
受
け
た
年
度
以
降
3
年
目
か
ら
は
当
時
の
保
険
料
額
に
加
算
が
つ
き
ま
す
。

　
 

失
業
な
ど
の
経
済
的
な

理
由
に
よ
り
納
付
が
困

難
な
人
（
学
生
納
付
特

例
制
度
に
申
請
で
き
る

人
は
除
く
） 

失
業
な
ど
の
経
済
的
な

理
由
に
よ
り
納
付
が
困

難
な
３０
歳
未
満
の
人
（学

生
納
付
特
例
制
度
に
申

請
で
き
る
人
は
除
く
） 

若
年
者
納
付
猶
予 

文化のまちづくり活動 
を支援します 

回 

１ 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

 

学  習  日 内          容 

 

野口公民館  
 

奥の細道①「旅立ち～黒羽」 
奥の細道②「雲岩寺～飯塚」 
奥の細道③「笠嶋～瑞巌寺」 
奥の細道④「石巻～大石田」 
奥の細道⑤「最上川～金澤」 
奥の細道⑥「小松～大垣」 
野ざらし紀行 

幻住庵記 

蕉門の人々 

蕪村と春風馬堤曲 

 

奥の細道、野ざらし紀行、幻住庵記を読む 

5 

5 

6 

6 

7 

7 

8 

9 

9 

10 

 

月 

月 

月 

月 

月 

月 

月 

月 

月 

月 

 

12 

26 

2 

16 

7 

21 

18 

1 

15 

6

（土） 

（土） 

（土） 

（土） 

（土） 

（土） 

（土） 

（土） 

（土） 

（土） 

 

日 

日 

日 

日 

日 

日 

日 

日 

日 

日 

回 

１ 

2 

3 

4 

5 

6 
 

7 
 

8 

9 

10 

 

学  習  日 内          容 

 

別府公民館  
 

加古川市史～拓け行く印南野台地 

弥生から古墳へ 

播磨の古墳について 

加古川とその周辺の歴史 

現地学習「聖徳太子と鶴林寺」 

播磨国風土記の世界① 

現地学習「松めぐり～浜の宮天神 
社・尾上神社」 

播磨国風土記の世界② 

播磨の山城を想像する 

播磨の山城を復元する 

 

播磨の歴史を学ぶ 

5 

5 

6 

6 

7 

7 
 

8 
 

8 

9 

9 

 

月 

月 

月 

月 

月 

月 
 

月 
 

月 

月 

月 

 

12 

26 

9 

23 

14 

28 
 

11 
 

25 

8 

22

（土） 

（土） 

（土） 

（土） 

（土） 

（土） 
 

（土） 
 

（土） 

（土） 

（土） 

 

日 

日 

日 

日 

日 

日 
 

日 
 

日 

日 

日 

【対象】市内に住んでいるか勤務してい

る18歳以上の人 

【申込方法】4月19日（必着）までに、

ハガキに①学科名②住所③氏名・ふり

がな④年齢⑤電話番号を書いて、各公

民館へ。　※申込者多数の場合は抽選。

市のホームページからも申し込むこと

ができます。 

 
▲郷土の歴史学科 

〒675ー0016　野口町長砂49ー5 
　426・9020  

　古典の名作「奥の細道」「野ざらし紀行」などを、
先生の解説を聞きながら読み進めます。  
【とき】原則として毎月第1・3土曜日 
午後1時30分～3時30分 
【定員】30人 
【受講料】6,000円　 
（別にテキスト代が必要）  
 

〒675ー0132　別府町宮田町3ー3 
　441・1117  

　私たちの住む播磨地域の歴史を学び、文化財を
めぐります。  
【とき】毎月第2・4土曜日 
午前10時～正午 
【定員】30人 
【受講料】6,000円　 
（別にテキスト代が 
必要） 

　市文化振興ビジョンに基づ

き、市民文化の創造や文化の

まちづくりのために市内で文

化活動の成果を広く公表する

事業などの経費の一部を補助

します。　※事業の規模や内

容によって、補助金を受けら

れない場合があります。 

【対象】文化活動を行う市内

の団体（営利・政治・宗教活

動を目的としない団体）　※

くわしくは、お問い合わせく

ださい。 

□申 □　問 5月１５日までに、市役
所地域・文化課（　４２７・

９１８１）へ。 

 

　
経
済
的
な
理
由
に
よ
り
国
民
年

金
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難

な
場
合
は
、
学
生
納
付
特
例
制
度

や
免
除
制
度
、
納
付
猶
予
制
度
が

あ
り
ま
す
。
保
険
料
を
未
納
の
ま

ま
に
し
て
お
く
と
、
将
来
の
老
齢

年
金
や
万
一
の
と
き
の
障
害
年
金
、

遺
族
年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で

き
な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
早
め
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。 

　
な
お
、
昨
年
度
承
認
さ
れ
た
人

が
引
き
続
き
希
望
す
る
場
合
、
学

生
納
付
特
例
制
度
は
４
月
に
、
免

除
・
納
付
猶
予
制
度
は
７
月
に
、

毎
年
申
請
が
必
要
で
す
。
市
役
所

保
険
年
金
課
か
各
市
民
セ
ン
タ
ー

で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
　
※
免

除
・
納
付
猶
予
制
度
の
継
続
免
除

対
象
者
は
申
請
の
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。 

□申 

□　問
市
役
所
保
険
年
金
課
（
　

４
２
７
・
９
１
９
３
）
へ
。 



◆事業主のみなさんは、労働保険料の申告・納付手続きを5月２１日までに済ませてください。　問合先：兵庫労働局労働保険適用室（　０７８・３６７・０７９０）へ。 

     　
市
で
は
、
経
済
的
な
理
由
で
就

学
が
困
難
な
小
・
中
学
校
の
児
童
、

生
徒
の
保
護
者
に
援
助
を
行
っ
て

い
ま
す
。
申
請
の
受
け
付
け
は
次

の
と
お
り
で
す
。
　
※
申
請
は
毎

年
必
要
で
す
。
 

【
と
き
・
と
こ
ろ
】
①
５
月
３０
日

〜
６
月
１
日
…
市
役
所
新
館
１０
階

大
会
議
室
　
②
６
月
４
日
〜
８
日

…
市
役
所
新
館
７
階
173
会
議
室
　

※
く
わ
し
く
は
、
５
月
中
旬
に
各

学
校
を
通
じ
て
配
布
す
る
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
 

【
援
助
対
象
】
学
用
品
や
校
外
活

動
、
修
学
旅
行
、
給
食
な
ど
学
校

で
必
要
な
費
用
の
一
部
 

□問
　
市
教
育
委
員
会
学
務
課
（
　

４
２
７
・
９
３
４
２
）
へ
。
 

   【
対
象
】
高
等
学
校
、
中
等
教
育

学
校
の
後
期
課
程
、
高
等
専
門
学

校
、
盲
・
聾
・
養
護
学
校
の
高
等

部
に
在
学
す
る
生
徒
 

【
受
給
資
格
】
次
の
す
べ
て
の
条

件
に
当
て
は
ま
る
人
　
①
保
護
者

が
市
内
に
住
ん
で
い
る
人
　
②
勉

学
意
欲
が
旺
盛
な
人
　
③
学
費
を

納
め
る
こ
と
が
困
難
と
認
め
ら
れ

る
人
　
④
ほ
か
の
奨
学
金
な
ど
を

受
け
て
い
な
い
人
　
⑤
４
月
１
日

現
在
２０
歳
未
満
の
人
 

【
給
付
人
数
】
１５０
人
 

【
給
付
金
額
】
月
額
５
千
円
 

【
申
請
方
法
】
５
月
３１
日
ま
で
に
、

申
請
書
に
必
要
書
類
を
添
え
て
各

学
校
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
　

※
募
集
要
領
、
申
請
書
は
各
学
校

に
あ
り
ま
す
。
 

□問
　
市
教
育
委
員
会
学
務
課
（
　

４
２
７
・
９
３
４
３
）
へ
。
 

   

   　
６０
歳
ま
で
の
人
で
次
の
よ
う
な

場
合
は
、
市
役
所
保
険
年
金
課
か

各
市
民
セ
ン
タ
ー
で
届
け
出
が
必

要
で
す
。
 

▽
２０
歳
に
な
っ
た
と
き
　
▽
会
社

な
ど
を
退
職
し
た
と
き
（
２０
歳
未

満
の
人
を
除
く
）
　
▽
国
民
年
金

第
１
号
被
保
険
者
が
転
入
し
た
と

き
　
▽
会
社
員
や
公
務
員
の
妻（
夫
）

で
夫
（
妻
）
が
会
社
を
退
職
し
た

と
き
や
夫
（
妻
）
の
健
康
保
険
の

扶
養
か
ら
外
れ
た
と
き
 

□問
　
市
役
所
保
険
年
金
課
（
　
４

２
７
・
９
１
９
３
）
へ
。
 

 

平成19年4月号 □申 ：申込方法  □問 ：問合先 

就
学
を
援
助
し
ま
す
 

こ
ん
な
と
き
に
は
 

届
け
出
を
 

奨
学
資
金
制
度
を
 

ご
利
用
く
だ
さ
い
 

ろ
う
 

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
場
合
は
 

保
険
料
の
免
除
・
納
付
猶
予
制
度
な
ど
が
あ
り
ま
す
 

 対
象
者

 

必
要
書
類 

承
認
期
間
の 

取
り
扱
い 

承
認
期
間

の
保
険
料

の
追
納 

審
査
内
容 

（
所
得
審
査

の
対
象
者
） 

制
度
名

 

学
生
納
付
特
例 

 

申
請
免
除 

全
額
免
除 

本
人
・
配
偶
者
・
世
帯 

主
の
所
得 

 

本
人
・
配
偶
者
の
所
得 

 

半
額
免
除 

学
生
で
納
付
が
困
難 

な
人
　 

※
対
象
校
は
個
々
に 

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

本
人
の
所
得 

・
年
金
手
帳 

・
印
鑑 

・
学
生
納
付
特
例
申
請
の
場
合
は
、
学
生
証
ま
た
は
在
学
証
明
書 

・
所
得
審
査
の
対
象
者
が
平
成
１８
年
４
月
以
降
に
次
に
該
当
す
る
場
合
は
、

そ
の
内
容
が
確
認
で
き
る
公
的
機
関
が
発
行
す
る
証
明
書
　
①
失
業
・
事
業

の
休
止
ま
た
は
廃
止
の
場
合
　
②
震
災
・
風
水
害
・
火
災
な
ど
に
よ
り
損
害

を
受
け
た
場
合 

・
所
得
審
査
の
対
象
者
の
う
ち
、
平
成
１８
年
1
月
2
日
以
降
に
転
入
し
た
人

が
い
る
場
合
は
、
そ
の
人
の
所
得
が
確
認
で
き
る
書
類
の
提
出
が
必
要
な
場

合
が
あ
り
ま
す
。 

年
金
を
受
け
取
る
た
め
に
必
要
な
期
間
（
受
給
資
格
期
間
）
に
入
り
ま
す
が
、

年
金
額
の
計
算
に
お
い
て
は
減
額
に
な
り
ま
す
。 

※
年
金
額
の
計
算
方
法
は
、
制
度
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。 

承
認
後
１０
年
以
内
で
あ
れ
ば
、
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め
る
こ
と
（
追
納
）
が

で
き
ま
す
。
追
納
し
た
期
間
は
、
年
金
額
が
減
額
さ
れ
ま
せ
ん
。
　
※
承
認

を
受
け
た
年
度
以
降
3
年
目
か
ら
は
当
時
の
保
険
料
額
に
加
算
が
つ
き
ま
す
。

　
 

失
業
な
ど
の
経
済
的
な

理
由
に
よ
り
納
付
が
困

難
な
人
（
学
生
納
付
特

例
制
度
に
申
請
で
き
る

人
は
除
く
） 

失
業
な
ど
の
経
済
的
な

理
由
に
よ
り
納
付
が
困

難
な
３０
歳
未
満
の
人
（学

生
納
付
特
例
制
度
に
申

請
で
き
る
人
は
除
く
） 

若
年
者
納
付
猶
予 

文化のまちづくり活動 
を支援します 

回 

１ 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

 

学  習  日 内          容 

 

野口公民館  
 

奥の細道①「旅立ち～黒羽」 
奥の細道②「雲岩寺～飯塚」 
奥の細道③「笠嶋～瑞巌寺」 
奥の細道④「石巻～大石田」 
奥の細道⑤「最上川～金澤」 
奥の細道⑥「小松～大垣」 
野ざらし紀行 

幻住庵記 

蕉門の人々 

蕪村と春風馬堤曲 

 

奥の細道、野ざらし紀行、幻住庵記を読む 

5 

5 

6 

6 

7 

7 

8 

9 

9 

10 

 

月 

月 

月 

月 

月 

月 

月 

月 

月 

月 

 

12 

26 

2 

16 

7 

21 

18 

1 

15 

6

（土） 

（土） 

（土） 

（土） 

（土） 

（土） 

（土） 

（土） 

（土） 

（土） 

 

日 

日 

日 

日 

日 

日 

日 

日 

日 

日 

回 

１ 

2 

3 

4 

5 

6 
 

7 
 

8 

9 

10 

 

学  習  日 内          容 

 

別府公民館  
 

加古川市史～拓け行く印南野台地 

弥生から古墳へ 

播磨の古墳について 

加古川とその周辺の歴史 

現地学習「聖徳太子と鶴林寺」 

播磨国風土記の世界① 

現地学習「松めぐり～浜の宮天神 
社・尾上神社」 

播磨国風土記の世界② 

播磨の山城を想像する 

播磨の山城を復元する 

 

播磨の歴史を学ぶ 

5 

5 

6 

6 

7 

7 
 

8 
 

8 

9 

9 

 

月 

月 

月 

月 

月 

月 
 

月 
 

月 

月 

月 

 

12 

26 

9 

23 

14 

28 
 

11 
 

25 

8 

22

（土） 

（土） 

（土） 

（土） 

（土） 

（土） 
 

（土） 
 

（土） 

（土） 

（土） 

 

日 

日 

日 

日 

日 

日 
 

日 
 

日 

日 

日 

【対象】市内に住んでいるか勤務してい

る18歳以上の人 

【申込方法】4月19日（必着）までに、

ハガキに①学科名②住所③氏名・ふり

がな④年齢⑤電話番号を書いて、各公

民館へ。　※申込者多数の場合は抽選。

市のホームページからも申し込むこと

ができます。 

 
▲郷土の歴史学科 

〒675ー0016　野口町長砂49ー5 
　426・9020  

　古典の名作「奥の細道」「野ざらし紀行」などを、
先生の解説を聞きながら読み進めます。  
【とき】原則として毎月第1・3土曜日 
午後1時30分～3時30分 
【定員】30人 
【受講料】6,000円　 
（別にテキスト代が必要）  
 

〒675ー0132　別府町宮田町3ー3 
　441・1117  

　私たちの住む播磨地域の歴史を学び、文化財を
めぐります。  
【とき】毎月第2・4土曜日 
午前10時～正午 
【定員】30人 
【受講料】6,000円　 
（別にテキスト代が 
必要） 

　市文化振興ビジョンに基づ

き、市民文化の創造や文化の

まちづくりのために市内で文

化活動の成果を広く公表する

事業などの経費の一部を補助

します。　※事業の規模や内

容によって、補助金を受けら

れない場合があります。 

【対象】文化活動を行う市内

の団体（営利・政治・宗教活

動を目的としない団体）　※

くわしくは、お問い合わせく

ださい。 

□申 □　問 5月１５日までに、市役
所地域・文化課（　４２７・

９１８１）へ。 

 

　
経
済
的
な
理
由
に
よ
り
国
民
年

金
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難

な
場
合
は
、
学
生
納
付
特
例
制
度

や
免
除
制
度
、
納
付
猶
予
制
度
が

あ
り
ま
す
。
保
険
料
を
未
納
の
ま

ま
に
し
て
お
く
と
、
将
来
の
老
齢

年
金
や
万
一
の
と
き
の
障
害
年
金
、

遺
族
年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で

き
な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
早
め
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。 

　
な
お
、
昨
年
度
承
認
さ
れ
た
人

が
引
き
続
き
希
望
す
る
場
合
、
学

生
納
付
特
例
制
度
は
４
月
に
、
免

除
・
納
付
猶
予
制
度
は
７
月
に
、

毎
年
申
請
が
必
要
で
す
。
市
役
所

保
険
年
金
課
か
各
市
民
セ
ン
タ
ー

で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
　
※
免

除
・
納
付
猶
予
制
度
の
継
続
免
除

対
象
者
は
申
請
の
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。 

□申 

□　問
市
役
所
保
険
年
金
課
（
　

４
２
７
・
９
１
９
３
）
へ
。 



◆ＮＨＫ学園通信制高等学校普通科生徒を募集　テレビやラジオを利用し自宅で受講することができ、3年間で高校卒業資格が得られます。→ 

□申 ：申込方法  □問 ：問合先 平成19年4月号 

→資格：中学校を卒業した人　申込期限：4月２０日まで　申込方法などくわしくは、ＮＨＫ学園広報部（　０４２・５７２・３１５１）へ。 

   　
児
童
扶
養
手
当
と
市
児
童
育
成

手
当
の
4
月
期
分
（１２
月
〜
３
月
）

を
４
月
１１
日
に
各
受
給
者
指
定
の

金
融
機
関
の
口
座
に
振
り
込
み
ま

す
。
 

□問
　
市
役
所
こ
ど
も
課
（
　
４
２

７
・
９
２
１
２
）
へ
。
 

    　
４
月
か
ら
、
３
歳
未
満
の
子
ど

も
に
対
す
る
児
童
手
当
が
次
の
と

お
り
変
わ
り
ま
す
。
 

【
変
更
前
】
▽
第
１
子
・
第
２
子

…
月
額
５
千
円
　
▽
第
３
子
以
降

…
月
額
１
万
円
 

【
変
更
後
】
３
歳
未
満
の
子
ど
も

…
一
律
月
額
１
万
円
　
※
対
象
と

な
る
子
ど
も
が
３
歳
に
な
っ
た
翌

月
分
か
ら
は
、
変
更
前
の
金
額
と

同
じ
に
な
り
ま
す
。
 

□問
　
市
役
所
こ
ど
も
課
（
　
４
２

７
・
９
２
１
２
）
へ
。
　
※
今
回

の
制
度
改
正
に
伴
う
手
続
き
は
必

要
あ
り
ま
せ
ん
。
 

   　
社
会
福
祉
法
人
あ
か
り
保
育
園

（
山
手
１
丁
目
）
で
次
の
事
業
を

行
い
ま
す
。
 

園
庭
の
無
料
開
放
 

【
と
き
】
５
月
、
８
月
、
９
月
、

１２
月
〜
３
月
の
毎
週
火
〜
金
曜
日
 

午
前
９
時
３０
分
〜
１１
時
３０
分
（
１

カ
月
単
位
）
 

【
対
象
】
０
〜
５
歳
児
と
保
護
者
 

【
定
員
】
各
１５
組
程
度
（
申
込
者

多
数
の
場
合
は
抽
選
）
 

体
験
保
育
 

【
と
き
】
６
月
、
７
月
、
１０
月
、

１１
月
の
毎
週
月
〜
金
曜
日
（
１
カ

月
単
位
）
　
※
時
間
は
第
１
・
２

週
目
は
午
前
９
時
３０
分
〜
１１
時
、

第
３
・
４
週
目
は
午
前
９
時
３０
分

〜
午
後
２
時
 

【
対
象
】
０
〜
５
歳
児
 

【
定
員
】
各
１０
人
（
申
込
者
多
数

の
場
合
は
抽
選
）
 

【
参
加
費
】
６
千
円
 

◆
□申
　
５
月
１
日
ま
で
に
、
あ
か

り
保
育
園
へ
。
 

子
育
て
相
談
 

【
と
き
】
毎
週
火
〜
金
曜
日
午
後

１
時
〜
４
時
（
電
話
相
談
も
可
）
 

◆
□問
　
あ
か
り
保
育
園
（
　
４
３

８
・
１
３
２
５
）
か
市
役
所
保
育

課
（　
４
２
７
・
９
１
４
８
）
へ
。 

      　
い
ず
れ
の
手
当
も
所
得
に
よ
り

支
給
制
限
が
あ
り
ま
す
。
く
わ
し

く
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

児
童
扶
養
手
当
 

【
対
象
】
父
母
が
離
婚
し
父
と
生

計
が
同
一
で
な
い
児
童
を
養
育
し

て
い
る
人
、
父
が
死
亡
か
重
度
障

害
な
ど
で
児
童
を
養
育
し
て
い
る

人
（
公
的
年
金
受
給
者
は
除
く
、

い
ず
れ
も
児
童
は
１８
歳
未
満
）
 

【
支
給
額
】
児
童
１
人
の
場
合
、

月
額
最
高
4
万
１
千
720
円
 

市
児
童
育
成
手
当
 

【
対
象
】
１８
歳
未
満
の
児
童
を
養

育
し
て
い
る
母
子
家
庭
の
母
、
父

子
家
庭
の
父
、
両
親
不
在
の
養
育

者
（
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
資
格

者
は
除
く
）
 

【
支
給
額
】
月
額
３
千
円
（
児
童

２
人
以
上
の
場
合
は
、
２
人
目
か

ら
１
人
に
つ
き
月
額
2
千
円
）
 

特
別
児
童
扶
養
手
当
 

【
対
象
】
２０
歳
未
満
の
障
害
児
を

養
育
し
て
い
る
人
（
児
童
が
施
設

に
入
所
し
て
い
る
場
合
は
除
く
）
 

【
支
給
額
】
重
度
障
害
児
の
場
合

は
月
額
５
万
750
円
、
中
度
障
害
児

の
場
合
は
月
額
３
万
３
千
800
円
 

障
害
児
福
祉
手
当
 

【
対
象
】
２０
歳
未
満
の
重
度
障
害

児
の
う
ち
、
常
に
介
護
が
必
要
な

児
童
（
施
設
に
入
所
し
て
い
る
場

合
は
除
く
）
 

【
支
給
額
】
月
額
１
万
４
千
380
円
 

特
別
障
害
者
手
当
 

【
対
象
】
２０
歳
以
上
の
重
度
障
害

者
の
う
ち
、
常
に
介
護
が
必
要
な

人
（
施
設
に
入
所
し
て
い
る
場
合

や
３
カ
月
以
上
入
院
し
て
い
る
場

合
は
除
く
）
 

【
支
給
額
】
月
額
２
万
６
千
440
円
 

□問
　
▽
児
童
扶
養
手
当
、
市
児
童

育
成
手
当
、
特
別
児
童
扶
養
手
当

…
市
役
所
こ
ど
も
課（
　
４
２
７
・

９
２
１
２
）
へ
。
　
▽
障
害
児
福

祉
手
当
、
特
別
障
害
者
手
当
…
市

役
所
障
害
福
祉
課
（
　
４
２
７
・

９
２
１
０
）
へ
。
 

    　
保
護
者
が
病
気
や
出
産
、
看
護

な
ど
で
、
一
時
的
に
家
庭
で
児
童

の
養
育
が
で
き
な
く
な
っ
た
と
き
、

次
の
施
設
で
児
童
を
一
定
期
間
預

か
り
ま
す
。
 

【
施
設
】
明
石
乳
児
院
（
明
石
市

大
久
保
町
）
、
播
磨
同
仁
学
院
（平

岡
町
山
之
上
）
、
立
正
学
園
（
八

幡
町
野
村
）
 

【
対
象
】
市
内
に
住
ん
で
い
る
１８

歳
未
満
の
人
 

【
利
用
期
間
】
原
則
７
日
以
内
 

【
日
額
費
用
】
 

        □申 

□　問
市
役
所
こ
ど
も
課
（
　
４

２
７
・
３
０
７
３
）へ
。
 

 

各
種
福
祉
手
当
を
 

振
り
込
み
ま
す
 

3
歳
未
満
の
第
１
子
・
 

第
2
子
の
児
童
手
当
額
が
 

増
え
ま
す
 

各
種
福
祉
手
当
を
 

ご
存
じ
で
す
か
 

子
育
て
ゆ
と
り
創
造
 

セ
ン
タ
ー
の
事
業
 

乳
児
院
・
児
童
養
護
施
設
で
 

児
童
を
一
時
的
に
 

預
か
り
ま
す
 

区　分 
費　用 

０円 

１,０００円 

２,７５０円 

０円 

１,１００円 

５,３５０円 

生活保護
世 帯  

2歳未満 
 

2歳以上 
 

その他の
世 帯  

市 民 税  
非課税世帯 

4
月
8
日
（日）
は 

県
議
会
議
員
選
挙
の
投
票
日
で
す 

【
投
票
時
間
】
午
前
７
時
〜
午
後
８
時 

　
投
票
で
き
る
人
に
は
、
投
票
日
ま
で
に
「
選
挙
の
お
知
ら
せ
券
」
を
世
帯
ご

と
に
封
筒
に
入
れ
て
郵
送
し
て
い
ま
す
の
で
、投
票
所
へ
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。 

当
日
投
票
に
行
け
な
い
人
は 

期
日
前
投
票
が
で
き
ま
す 

パ
ソ
コ
ン
・
携
帯
電
話
で 

開
票
速
報
を
お
知
ら
せ
し
ま
す 

国道2 号 

西行　 一方通行 

県
道
加
古
川
高
砂
線 

市役所 郵便局 

社会保険 
事務所 

カーパーク 
つつじ 

● 

● 

● 

ＪＲ 山陽本線 
加古川駅 

ＪＲ 山陽　  本線 

国道2号 

市民病院 

県
道
高
砂
北
条
線 

県
道
小
原
宝
殿
停
車
場
線 

加古川西　 
市民センター 

宝殿駅 

● 

加古川バイパス 

ＪＲ 山陽本線 
東加古川駅 

● 

加古川警察署 

 
県
道
八
幡
別
府
線 

総合文化 
センター 

加古川バイパス 

平岡北小学校 
● 

● 

農業 
高校 

開票速報 
ＱＲコード 

かこがわ未来債の主な内容 

　１月に市民のみなさんに市政に参画していただ
く機会のひとつとして、住民参加型市場公募債「か
こがわ未来債」３億５,０００万円分の購入者を募集し
たところ、１，５２８人から応募がありました。 
　そして２月９日、市
役所内で公開抽選会を
行い、２３８人の市民のみ
なさんが購入者として
選ばれました。抽選は、
申込金額ごとにほぼ同
じ当選率となるように
行いました。 

　今回、みなさんからお預かりした資金３億５，０００
万円のうち、４，５５０万円を消防・救急車両の購入に、
２，２８０万円を非常事態用モーターサイレンの設置に、
１億６３０万円を平岡中学校の大規模改造工事に、
６，３８０万円を鳩里小学校校舎の整備に、３，６６０万
円を養護学校スクールバスの購入に、７，５００万円
を東加古川駅の周辺整備に使わせていただきま
した。 
　今年度も「かこがわ未来債」を発行する予定
です。これからも未来の加古川づくりにご協力
をお願いします。 
 

今年度も発行を計画しています 

 
応募総数 １,５２８人（うち有効応募者数１,５２４人） 
応募総額 ２２億４，０８０万円 

応募状況と当選結果 

発行総額 ３億５,０００万円 

発 行 日 平成１９年3月３０日 

償還方式 5年満期一括償還 

利　　率 年１．２５％（固定） 

利 払 日 
毎年9月３０日と 
3月３０日の年2回 
 

申込金額 有効応募者数 当選者数  

１０万円 

２０万円 

３０万円 

５０万円 

１００万円 

２００万円 

 

0人 

１１人 

３７人 

１２９人 

５３１人 

８１６人 

 

0人 

1人 

6人 

２０人 

８４人 

１２７人 

年齢層 有効応募者数 当選者数  

９０歳以上 

８０～８９歳 

７０～７９歳 

６０～６９歳 

５０～５９歳 

４０～４９歳 

３０～３９歳 

２０～２９歳 

２０歳未満 

 

１人 

３０人 

１９５人 

４４７人 

３３３人 

１７２人 

１９５人 

８８人 

６２人 

 

0人 

4人 

２８人 

６７人 

４５人 

２５人 

３８人 

２０人 

１１人 

■個人年齢別 

■応募金額別 

※法人を除く。 

▲マタニティマーク 

□問　市役所財政課（　４２７・９１１７）へ。 

　厚生労働省が推進してい

る「マタニティマーク」は、

妊婦さんが外出時に身に付

けることで、妊娠している

ことをさり気なく周囲に伝

えるものです。このマークを付けている人を見

かけたら、鉄道・バスなどでの座席のゆずりあ

い、受動喫煙の防止など、思いやりある気遣い

をお願いします。 

キーホルダーを配布します 
　市では、4月からマタニティマークをあしら

ったキーホルダーを母子健康手帳交付時に配布

します。すでに母子健康手帳を持っている妊婦

の人にもお渡ししますので、手帳を持って直接、

市役所こども課、各市民センターへお越しくだ

さい。 

□問　市役所こども課（　４２７・９２１７）へ。
　 
 

   

　
４
月
８
日
に
仕
事
や
レ
ジ
ャ
ー

な
ど
で
投
票
に
い
け
な
い
人
は
、

次
の
場
所
で
期
日
前
投
票
が
で
き

ま
す
。
で
き
る
だ
け
「
選
挙
の
お

知
ら
せ
券
」
を
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。 

●
市
役
所
新
館
１
階
市
民
ロ
ビ
ー 

      

【
受
付
日
時
】
３
月
３１
日
〜
４
月

７
日
午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
８
時 

●
加
古
川
西
市
民
セ
ン
タ
ー 

      
【
受
付
日
時
】
４
月
１
日
〜
７
日

午
前
９
時
〜
午
後
６
時 

●
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー 

      

【
受
付
日
時
】
４
月
１
日
〜
７
日

午
前
９
時
〜
午
後
６
時 

   

　
最
新
の
開
票
速
報
を
パ
ソ
コ
ン

や
携
帯
電
話
で
見
る
こ
と
が
で
き

ま
す
（
一
部
対
応
し
て
い
な
い
機

種
が
あ
り
ま
す
）
。 

■
「
開
票
速
報
」
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ア
ド
レ
ス
…http://w

w
w
.city. 

ka
ko
g
a
w
a
.h
yo
g
o
.jp
/h
p
/ 

s
e
n
ka
n
/ka
i 

※
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
読
み
取
り
機
能
の

つ
い
た
携
帯
電
話
を
お
持
ち
の
人

は
、
下
の
Ｑ
Ｒ 

コ
ー
ド
を
ご
利 

用
く
だ
さ
い
。 

□問
　
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

（
　
４
２
７
・
９
３
５
９
）
へ
。 

【とき】5月～8月の毎週火
～金曜日午前9時～１１時（１
カ月単位で開放） 
【対象】0～5歳児と保護者 
【定員】各月１０組（申込者多
数の場合は抽選） 

□申 □　問 4月１６日までに、ハガ
キに①子どもの氏名・ふりが
な・生年月日・性別②保護者
名③住所④電話番号を書いて、
〒６７５－００４４　大国６
７５－２　西神吉保育園（　
４３２・０８９１）へ。　※
１人につきハガキ１通のみ有
効。　　　　　　　 



平成19年4月号 □申 ：申込方法  □問 ：問合先 

◆「労災かくし」は犯罪です　労働災害が発生した場合は、必ず労働基準監督署に報告しましょう。　問合先：兵庫労働局労災補償課（　０７８・３６７・９１５５）へ。 ◆国税専門官（大学卒業程度）を募集　受付期限：4月１３日まで　1次試験：6月１０日（日）　くわしくは、加古川税務署総務課（　４２１・１３０１）へ。 

     

　
市
内
に
固
定
資
産
（
土
地
、
家

屋
）を
所
有
す
る
納
税
義
務
者
は
、

資
産
の
評
価
額
な
ど
が
確
認
で
き

ま
す
。 

【
縦
覧
期
間
】
４
月
２
日
〜
５
月

１
日
午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
５
時

３０
分
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
除

く
） 

【
と
こ
ろ
】
市
役
所
資
産
税
課（
新

館
２
階
） 

【
縦
覧
で
き
る
内
容
】
▽
土
地
価

格
等
縦
覧
帳
簿
…
所
在
地
番
、
課

税
地
目
、
地
積
、
評
価
額
　
▽
家

屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
…
所
在
地
番
、

家
屋
番
号
、
種
類
、
構
造
、
床
面

積
、
評
価
額 

【
必
要
な
も
の
】
印
鑑
、
本
人
確

認
に
必
要
な
書
類
（運
転
免
許
証
、

パ
ス
ポ
ー
ト
、
納
税
通
知
書
、
健

康
保
険
証
な
ど
）
　
※
代
理
人
は

本
人
の
承
諾
書
も
必
要
。 

審
査
申
出 

　
固
定
資
産
課
税
台
帳
に
登
録
さ

れ
た
価
格
に
不
服
が
あ
る
場
合
は
、

市
長
が
評
価
額
を
公
示
し
た
日（
４

月
１
日
）
か
ら
納
税
通
知
書
の
交

付
を
受
け
た
日
後
６０
日
ま
で
に
、

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
に
審

査
の
申
出
が
で
き
ま
す
。 

※
納
税
通
知
書
と
課
税
明
細
書
は
、

４
月
中
旬
に
発
送
す
る
予
定
で
す
。 

□問
　
▽
縦
覧
に
つ
い
て
…
市
役
所

資
産
税
課
（
　
４
２
７
・
９
１
６

８
）
へ
。
　
▽
審
査
申
出
に
つ
い

て
…
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

（
市
役
所
収
税
課
内
　
　
４
２
７
・

９
１
６
０
）
へ
。 

 

    　
4
月
中
旬
に
、
介
護
保
険
料
を

納
付
書
や
口
座
振
替
で
納
め
て
い

る
６５
歳
以
上
の
人
に
、
４
月
〜
７

月
分
の
納
付
通
知
書
を
郵
送
し
ま

す
。
な
お
、
平
成
１９
年
度
保
険
料

は
平
成
１８
年
中
の
所
得
が
確
定
し

て
か
ら
決
ま
る
た
め
、
今
回
郵
送

す
る
納
付
通
知
書
に
書
か
れ
て
い

る
金
額
は
、
仮
に
計
算
し
た
も
の

（
暫
定
賦
課
）
で
す
。
保
険
料
確

定
通
知
は
７
月
〜
８
月
に
郵
送
し

ま
す
。
 

　
な
お
、
平
成
１９
年
度
分
か
ら
暫

定
賦
課
の
計
算
方
法
が
変
わ
っ
て

い
ま
す
。
く
わ
し
く
は
、
納
付
通

知
書
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
　
※
年

金
か
ら
天
引
き
（
特
別
徴
収
）
さ

れ
て
い
る
人
の
計
算
方
法
は
変
わ

り
ま
せ
ん
。
 

□問
　
市
役
所
介
護
保
険
課
（
　
４

２
７
・
９
１
２
４
）
へ
。
 

   

   　
同
じ
月
に
支
払
っ
た
医
療
費
の

自
己
負
担
額
が
一
定
限
度
額
を
超

え
た
場
合
、
申
請
に
よ
り
後
に
超

え
た
分
が
高
額
療
養
費
と
し
て
払

い
戻
さ
れ
ま
す
。
４
月
か
ら
、
こ

の
支
給
方
法
が
一
部
変
わ
り
、
７０

歳
未
満
の
人
が
入
院
し
た
と
き
に

病
院
窓
口
で
支
払
う
金
額
が
、「
限

度
額
適
用
認
定
証
」
を
提
示
す
る

こ
と
で
自
己
負
担
限
度
額
ま
で
と

な
り
ま
す
。
 

　
入
院
す
る
と
き
に
は
事
前
に「
限

度
額
適
用
認
定
証
」
の
交
付
を
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。
申
請
方
法
な

ど
、
く
わ
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
 

※
外
来
や
複
数
の
医
療
機
関
へ
の

支
払
い
で
自
己
負
担
限
度
額
を
超

え
る
場
合
は
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り

申
請
後
に
払
い
戻
さ
れ
ま
す
。
 

□問
　
市
役
所
保
険
年
金
課
（
　
４

２
７
・
９
１
８
８
）
へ
。
 

   

    
　
市
で
は
、
町
内
会
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
、

少
年
団
な
ど
の
団
体
が
実
施
し
た

集
団
回
収
に
１
　
当
た
り
７
円
の

奨
励
金
を
出
し
て
い
ま
す
。
今
回

の
対
象
は
、
３
月
ま
で
に
回
収
し

た
紙
・
布
類
で
す
。 

【
申
請
に
必
要
な
も
の
】
印
鑑
、

回
収
業
者
発
行
の
仕
切
伝
票
（
必

ず
申
請
用
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
） 

【
申
請
場
所
】
４
月
１８
日
ま
で
に

市
役
所
案
内
か
各
市
民
セ
ン
タ
ー
、

環
境
美
化
セ
ン
タ
ー
へ
。 

□問
　
環
境
第
１
課
（
環
境
美
化
セ

ン
タ
ー
内
　
　
４
２
６
・
１
５
６

１
）
へ
。 

   　
市
民
だ
け
で
な
く
市
外
の
人
も

申
し
込
む
こ
と
が
で
き
、
１
世
帯

に
２
区
画
以
上
の
申
し
込
み
も
で

き
ま
す
。 

【
区
画
】
４
平
方
�
と
６
平
方
� 

【
永
代
使
用
・
管
理
料
】
▽
４
平

方
�
…
市
民
７８
万
１
千
８００
円
、
市

民
以
外
１１１
万
１
千
８００
円
　
▽
６
平

方
�
…
市
民
１１７
万
２
千
７００
円
、
市

民
以
外
１６６
万
７
千
７００
円 

【
必
要
な
も
の
】
住
民
票
謄
本
、 

印
鑑 

□申 

□　問
市
日
光
山
墓
園
管
理
事
務

所
（上
荘
町
井
ノ
口
　
　
４
２
８
・

０
７
７
８
）
へ
。
 

 

 

介
護
保
険
料
の
 

納
付
通
知
書
を
 

4
月
中
旬
に
郵
送
し
ま
す
 

高
額
療
養
費
の
支
給
方
法
が
 

一
部
変
わ
り
ま
す
 

資
源
ご
み
 

集
団
回
収
奨
励
金
申
請
は
 

4
月
１８
日
ま
で
に
　
 

キ
　
ロ
 

グ
ラ
ム
 

日
光
山
墓
園
墓
地
 

申
し
込
み
を
受
付
中
 

 

 　
小
動
物
の
火
葬
も
受
け
付
け
で

き
ま
せ
ん
。
 

【
休
場
日
】
4
月
１２
日
（木）
・
２８
日

（土）
、
5
月
１０
日
（木）
・
２１
日
（月） 
、
6

月
8
日
（金） 
・
１８
日
（月）
 

斎
場
か
ら
の
お
願
い
 

●
心
付
け
は
不
要
で
す
。
 

●
酒
な
ど
ア
ル
コ
ー
ル
類
の
持
ち

込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。
 

●
ひ
つ
ぎ
の
中
に
金
属
類
な
ど
火

葬
に
適
さ
な
い
副
葬
品
は
入
れ
な

い
で
く
だ
さ
い
。
 

市
役
所
の
組
織
・
課
名
、
事
務
所
の
位
置
が 

一
部
変
わ
り
ま
す 

企
画
部 

　
国
体
推
進
課
を
廃
止
し
ま
す
。 

地
域
振
興
部 

【
商
工
労
政
課
】
企
業
の
も
の
づ

く
り
を
支
援
し
、
企
業
の
持
つ
ア

イ
デ
ア
を
具
体
化
す
る
た
め
、「
も

の
づ
く
り
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
設

置
し
ま
す
（
新
館
３
階
）
。 

福
祉
部 

【
地
域
包
括
支
援
課
（
新
設
）
】

「
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を

所
管
し
、
介
護
予
防
の
施
策
を
充

実
さ
せ
る
た
め
の
事
務
を
行
い
ま

す
。
ま
た
、
介
護
保
険
課
と
健
康

課
の
事
務
の
一
部
が
移
り
ま
す（
本

館
２
階
）
。 

都
市
計
画
部 

【
市
街
地
整
備
課
】
区
画
整
理
課

の
名
称
が
変
わ
り
ま
す
。 

建
設
部 

　
高
架
対
策
課
を
廃
止
し
、
事
務

を
道
路
建
設
課
と
都
市
計
画
部
駅

周
辺
整
備
課
に
移
し
ま
す
。 

教
育
委
員
会 

【
生
涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

（
新
設
）
】
生
涯
学
習
推
進
課
と

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
を
統
合
し
ま
す

（
新
館
８
階
）
。 

  

固
定
資
産
の
縦
覧
 

市内の交通事故の状況 

359件 

416人 

0人 

 

406件 

467人 

4人 

 

平成19年 
1月～2月 

平成18年 
1月～2月 

人身事故 

傷 者 数 

死 者 数 

〈
表
1
〉
生
計
の
中
心
と
な
る
人
の
、
原
 

則
と
し
て
前
年
中
の
所
得
が
対
象
と
な
り
 

ま
す
。
 

〈
表
2
〉
特
別
型
は
世
帯
の
課
税
状
況
に
 

応
じ
て
助
成
率
が
異
な
り
ま
す
。
 

給
与
収
入
の
み
の
 

場
合
 

給
与
収
入
額
 

８００
万
円
以
下
 

給
与
収
入
以
外
の
 

収
入
が
あ
る
場
合
 

所
得
額
 

６００
万
円
以
下
 

所
得
税
額
が
１４
万
円
以
下
 

対
象
と
な
る
経
費
 

の
1
／
2

そ
の
他
の
世
帯
 

対
象
と
な
る
経
費
 

の
2
／
3

所
得
税
課
税
世
帯
 

（
所
得
税
額
１４
万
円
以
下
） 

　
高
齢
の
人
や
障
害
の
あ
る
人
が

住
み
慣
れ
た
住
宅
で
安
心
し
て
自

立
し
た
生
活
を
送
る
た
め
に
、
住

環
境
を
改
善
す
る
工
事
に
対
し
て

費
用
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

申
請
方
法
な
ど
く
わ
し
く
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

※
工
事
着
工
前
に
市
役
所
職
員
が

事
前
確
認
を
し
ま
す
。
着
工
後
の

申
請
は
、
助
成
対
象
と
な
り
ま
せ

ん
の
で
工
事
見
積
を
行
う
前
に
必

ず
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
 

●
特
別
型
 

　
現
在
住
ん
で
い
る
家
で
、
す
で

に
日
常
生
活
に
支
障
が
あ
る
部
分

を
解
消
す
る
工
事
の
費
用
の
一
部

を
助
成
し
ま
す
。
 

【
対
象
】
表
１
の
所
得
要
件
を
満

た
し
、
市
の
他
の
補
助
制
度
を
受

け
て
い
な
い
次
の
世
帯
 

①
要
介
護
か
要
支
援
認
定
を
受
け

て
い
る
人
が
住
ん
で
い
る
世
帯
 

②
身
体
障
害
者
手
帳
や
療
育
手
帳

を
持
っ
て
い
る
人
が
住
ん
で
い
る

世
帯
 

【
対
象
経
費
限
度
額
】
１００
万
円
（介

護
保
険
制
度
な
ど
の
給
付
限
度
額

を
含
む
）
　
※
工
事
個
所
ご
と
に

限
度
額
が
あ
り
ま
す
。
 

【
助
成
額
】
世
帯
の
課
税
状
況
に

応
じ
た
表
２
の
額
 

※
介
護
認
定
期
間
外
に
着
工
・
完

了
し
た
工
事
は
対
象
に
な
り
ま
せ

ん
。
 

●
一
般
型
 

　
将
来
の
介
護
状
態
を
想
定
し
て

住
環
境
を
改
善
す
る
工
事
の
費
用

の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。
 

【
対
象
】
特
別
型
の
所
得
要
件
を

満
た
し
、
市
の
他
の
補
助
制
度
を

受
け
て
い
な
い
次
の
世
帯
 

①
６０
歳
以
上
の
人
が
住
ん
で
い
る

世
帯
 

②
身
体
障
害
者
手
帳
や
療
育
手
帳

を
持
っ
て
い
る
人
が
住
ん
で
い
る

世
帯
 

【
対
象
経
費
限
度
額
】
１００
万
円
　

※
工
事
個
所
ご
と
に
限
度
額
が
あ

り
、
対
象
工
事
が
決
ま
っ
て
い
ま

す
。
 

【
助
成
額
】
対
象
と
な
る
経
費
の

１
／
３
 

バリアフリー改修や耐震改修を行った 
住宅の固定資産税を軽減します 

●バリアフリー改修工事 

●耐震改修工事 

斎
場
の
休
場
日
（
4
〜
6
月
） 

　昭和５６年5月３１日以前に着工した住宅を市

内に所有している人は、一部の費用を負担す

るだけで建築士が行う簡易耐震診断を受ける

ことができます。　※平成１２～１４年度に実施

した「わが家の耐震診断推進事業」を受けた

人は除きます。 

【個人負担額】木造戸建住宅の場合３,０００円

※建物・構造種別により異なります。くわし

くはお問い合わせください。 

□申 □　問 申込書に必要事項を書いて、市役所建
築審査課（　４２７・９２６３）へ。　※申

込書は市役所建築審査課、各市民センターに

あります。 

　住み慣れた住宅で安心して暮らすことができるよう、
バリアフリー改修や耐震改修を行った住宅に対して、次
のとおり固定資産税を減額します。 
 
 
【対象住宅】次のいずれかの条件に該当する人が住んで
いる住宅　①６５歳以上の人　②要介護・要支援認定を
受けている人　③身体障害者手帳や療育手帳などを持っ
ている人　※賃貸住宅は除く。 
【対象工事】平成１９年4月１日以降に完了する次の工事
で、補助金などを除く自己負担額が３０万円以上のもの
①廊下の拡幅　②階段のこう配の緩和　③浴室・便所の
改良　④手すりの取り付け　⑤床の段差解消・滑り止め
⑥引き戸への取り替え 
【対象範囲】一戸につき１００�までの部分 
【軽減内容】工事完了の翌年度の税額の１／3 
【必要なもの】工事内容が分かる書類か建築士などが発
行する証明書 
 
 
【対象住宅】昭和５７年１月１日以前に建てられた住宅 
【対象工事】建築基準法に基づく耐震基準に適合した工
事で、３０万円以上のもの 
【対象範囲】一戸につき１２０�までの部分 
【軽減内容】工事完了の翌年度から3年度分の税額の 
１／2 
【必要なもの】市、県、建築士などが発行する証明書 
◆□申 □　問 工事完了後3カ月以内に、市役所資産税課（　
４２７・９１６７）へ。 

 ◆
□申 

□　問
４
月
１６
日
か
ら
、
市
役

所
介
護
保
険
課
（
　
４
２
７
・
９

１
２
４
）
へ
。
 



平成19年4月号 □申 ：申込方法  □問 ：問合先 

◆第9回ＫＡＫＯＧＡＷＡ踊っこまつり　　前夜祭…5月2日（水）、市役所前広場　　本祭…5月3日（祝）・4日（祝）、市役所前広場・加古川駅前商店街・ニッケパー→ →クタウン・東加古川駅前商店街・イトーヨーカドー・加古川サティ・あらい浜風公園（高砂市）　問合先：ＮＰＯ法人踊っこまつり振興会・船本（　４２７・０８０７）へ。 

   

  

ナ
ッ
ク
ル
フ
ォ
ア 

【
と
き
】
①
５
月
１０
日
（木）
・
３１
日

（木）
　
②
５
月
１２
日
（土）
・
１３
日
（日）
・

２６
日
（土）
・
２７
日
（日）
　
※
時
間
は
い

ず
れ
も
午
前
１０
時
〜
正
午
。 

【
対
象
】
①
１８
歳
以
上
の
人
　
②

中
学
生
以
上
の
人 

【
定
員
】
各
２０
人
（
先
着
順
） 

【
参
加
費
】
１
人
１
回
500
円 

ダ
ブ
ル
ス
カ
ル 

【
と
き
】
５
月
９
日
（水）
・
１１
日
（金）
・

２３
日
（水）
・
２５
日
（金）
午
前
１０
時
〜
正

午 【
対
象
】
１８
歳
以
上
の
ナ
ッ
ク
ル

フ
ォ
ア
経
験
者 

【
定
員
】
各
４
人
（
先
着
順
） 

【
参
加
費
】
１
人
１
回
500
円 

◆
□申 

□　問
電
話
で
漕
艇
セ
ン
タ
ー

（
　
４
２
８
・
２
２
７
７
）
へ
。 

  

【
と
き
】
５
月
１６
日
（水）
午
前
８
時

４５
分
か
ら
　
※
雨
天
中
止
の
と
き

は
２３
日
（水）
。 

【
と
こ
ろ
】
日
岡
山
公
園
グ
ラ
ウ

ン
ド
と
そ
の
周
辺 

【
定
員
】
192
人
（
先
着
順
） 

【
参
加
費
】
千
円 

□申 

□　問
４
月
５
日
〜
１８
日
午
前
８

時
４５
分
か
ら
、
参
加
費
を
添
え
て

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
臨
時
窓
口（
日

岡
山
公
園
管
理
事
務
所
内
　
　
４

２
６
・
８
９
１
１
）
へ
。 

  

【
と
き
】
５
月
２７
日
（日）
午
前
９
時 

か
ら
　
※
雨
天
中
止
の
と
き
は
６

月
３
日
（日）
。 

【
と
こ
ろ
】
日
岡
山
公
園
第
１
テ 

ニ
ス
コ
ー
ト 

【
対
象
】
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
主 

催
の
テ
ニ
ス
教
室
生
と
卒
業
生 

【
試
合
方
法
】
ダ
ブ
ル
ス
ゲ
ー
ム 

（
男
女
混
合
か
女
子
） 

【
参
加
費
】
１
組
千
円 

□申 

□　問
４
月
１９
日
〜
５
月
２
日
に
、

参
加
費
を
添
え
て
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
臨
時
窓
口
（
日
岡
山
公
園
管

理
事
務
所
内
　
　
４
２
６
・
８
９

１
１
）
へ
。 

   【
活
動
内
容
】
月
２
回
、
約
１０
〜

１５
　
を
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
 
 
 

【
特
典
】
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ダ
イ
ア

リ
ー
と
会
員
バ
ッ
ジ
の
交
付
、
会

報
の
送
付
（
年
４
回
）
 

【
入
会
金
】
千
円
 

【
会
費
】
年
額
２
千
円
 

□申 

□　問
加
古
川
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
協

会
事
務
局
（
市
役
所
ウ
ェ
ル
ネ
ス

推
進
課
内
 
　
４
２
７
・
９
１
８

０
）
へ
。
 

 

     【
と
き
】
４
月
７
日
（土）
・
１４
日
（土）

午
後
５
時
〜
５
時
４０
分
 

【
と
こ
ろ
】
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
 

【
内
容
】
ふ
る
さ
と
の
星
〜
Ｂ
Ｇ

Ｍ
叙
情
歌
 

【
入
場
料
】
高
校
生
以
上
200
円
、

４
歳
〜
中
学
生
100
円
 

□問
　
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
（
　
４

２
５
・
５
３
０
０
）
へ
。
 

    　
ベ
ー
ゼ
ン
ド
ル
フ
ァ
ー
社
製
ピ

ア
ノ
の
製
作
過
程
と
構
造
を
、
写

真
パ
ネ
ル
と
部
品
の
展
示
で
紹
介

し
ま
す
。
 

【
と
き
】
５
月
１
日
〜
２０
日
午
前

９
時
〜
午
後
５
時
 

【
と
こ
ろ
】
松
風
ギ
ャ
ラ
リ
ー
 

【
参
加
費
】
無
料
 

□問
　
松
風
ギ
ャ
ラ
リ
ー
（
　
４
２

０
・
２
０
５
０
）
へ
。
 

   【
と
き
】
４
月
２２
日
（日）
午
前
10
時

〜
午
後
１
時
　
※
雨
天
決
行
。
 

【
と
こ
ろ
】
み
と
ろ
フ
ル
ー
ツ
パ

ー
ク
 

【
内
容
】
た
ま
ね
ぎ
の
収
穫
体
験
、

模
擬
店
な
ど
 

【
参
加
費
】
無
料
 

□問
　
み
と
ろ
フ
ル
ー
ツ
パ
ー
ク（
　

４
２
８
・
１
１
１
３
）
か
市
役
所

農
林
水
産
課
（
　
４
２
７
・
９
２

２
７
）
へ
。
 

   

【
と
き
】
４
月
１９
日
（木）
午
前
１０
時

〜
１１
時
３０
分 

【
と
こ
ろ
】
市
役
所
新
館
１０
階
大

会
議
室 

【
定
員
】
７０
人
（
先
着
順
） 

【
参
加
費
】
無
料 

□問
　
市
役
所
生
活
・
交
通
安
全
課

（
　
４
２
１
・
２
０
４
７
）
へ
。 

  

【
と
き
】
４
月
２５
日
（水）
午
後
零
時

１０
分
〜
零
時
５０
分 

【
と
こ
ろ
】
市
役
所
市
民
ロ
ビ
ー 

【
出
演
者
】
広
瀬
小
夜
子
（
ク
ラ

シ
ッ
ク
）
、
い
き
い
き
サ
ロ
ン
向

フ
レ
ン
ド
（
合
唱
） 

□問
　
市
役
所
地
域
・
文
化
課
（
　

４
２
７
・
９
１
８
１
）
へ
。 

  

　
会
場
は
教
育
研
究
所
（
　
４
２

３
・
３
９
９
６
）
、
定
員
は
８０
人

（
先
着
順
）
で
す
。
無
料
。 

【
子
ど
も
映
画
シ
ア
タ
ー
】
▽
と

き
…
４
月
１４
日
（土）
午
前
１０
時
１５
分

か
ら
、
午
後
１
時
１５
分
か
ら
　
▽

題
名
…
「
な
か
よ
し
鯉
の
ぼ
り
」

「
日
本
昔
ば
な
し
〜
花
さ
か
じ
い

さ
ん
・
か
ぐ
や
姫
」
「
世
界
昔
ば

な
し
〜
ハ
メ
ル
ン
の
笛
ふ
き
・
お

し
ゃ
れ
な
ク
ジ
ャ
ク
」 

【
シ
ル
バ
ー
映
画
シ
ア
タ
ー
】
▽

と
き
…
４
月
２８
日
（土）
午
前
１０
時
１５

分
か
ら
　
▽
題
名
…
「
日
本
清
流

百
選
・
北
海
道
篇
」
「
美
し
き
中

国
〜
魅
惑
の
名
勝
十
五
景
」 

【
名
作
映
画
シ
ア
タ
ー
】
▽
と
き

…
４
月
２８
日
（土）
午
後
１
時
１５
分
か

ら
　
▽
題
名
…
「
上
海
特
急
」（
モ

ノ
ク
ロ
） 

  【
と
き
・
内
容
】
▽
４
月
２
日
〜

８
日
…
国
際
交
流
協
会
写
真
展
　

▽
４
月
９
日
〜
１５
日
…
市
民
が
選

ぶ
加
古
川
駅
前
の
立
体
作
品
展
　

▽
４
月
１６
日
〜
２２
日
…
Ｍ
Ｏ
Ｆ
Ｆ

展
（
洋
画
グ
ル
ー
プ
）
　
▽
４
月

２４
日
〜
３０
日
…
池
口
美
峰
と
仲
間

展
Ⅱ
 

【
入
場
料
】
無
料
 

□問
　
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
（
Ｊ
Ｒ
加

古
川
駅
構
内
　
　
４
５
６
・
０
２

２
２
）
へ
。
 

 

み
と
ろ
フ
ル
ー
ツ
パ
ー
ク
 

れ
ん
げ
ま
つ
り
 

ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
 

映
画
シ
ア
タ
ー
 

消
費
者
学
習
会
 

「
賢
い
金
融
商
品
の
選
び
方
」
 

星
空
ト
ー
ク
＆
B
G
M

ピ
ア
ノ
の
構
造
を
知
る
 

〜
ベ
ー
ゼ
ン
ド
ル
フ
ァ
ー
 

の
秘
密
 

こ
こ
も
チ
ェ
ッ
ク
！
 

こ
こ
も
チ
ェ
ッ
ク
！
 

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
美
術
展
 

　１年に一度の楽しい催しがいっぱい！　家族みん
なで楽しい１日を過ごしませんか。 
【とき】5月5日（祝）午前１０時～午後4時３０分 
【内容】博物館や宇宙科学館、プラネタリウム館の
無料開放、マジックショー、こども映画会など　※
プラネタリウムの観覧には、整理券が必要です。整
理券は当日午前9時３０分から、１人につき2枚まで
配布します。 
 
 
【とき】5月5日（祝）�午前9時～１１時３０分　�午前
１１時３０分～午後2時 
【内容】こいのぼりのポケットオムレツづくり 
【対象】小学生以上の子どもと保護者 
【定員】各１０組（申込者多数の場合は抽選） 
【参加費】無料 
□申　4月１５日（必着）までに、往復ハガキに①住所
②学校名・学年・氏名③保護者名④電話番号⑤希望
時間を書いて、〒６７５－０１０１　新在家１２２４
－７　総合文化センター「親子料理教室」係へ。 

総合文化センター 参加 
無料 

親子料理教室の参加者募集 

スポーツ交流館 短期スクール生募集 
　各教室とも週１回、10回コース（親子
体操は５回コース、ヘルスアップは隔週、
５回コース）。　※いずれも先着順。 

曜日 

月曜 

木曜 

土曜 

土曜 

火曜 

木曜 

開始時間 

１１：００ 

１３：３０ 

１０：００ 

１５：００ 

１０：３０ 

１４：３０ 

開講日 

4月１６日 

4月１９日 

4月２１日 

4月２１日 

4月２４日 

4月１９日 

定員 

２０人 

２０組 

２０組 

２０組 

２０人 

２０人 

スクール名 

はじめてクロール 

親子スイミングＡ 

親子スイミングＢ 

親 子 体 操 

ヘルスアップ 

フ ラ ダ ン ス 

漕
艇
セ
ン
タ
ー
の
ボ
ー
ト
教
室
 

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
親
睦
大
会
 

硬
式
テ
ニ
ス
親
睦
大
会
 

加
古
川
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
 

協
会
の
会
員
募
集
 

キ
 ロ
 

メ
ー
ト
ル
 

　職場の医療保険（健康保険や共済組合など）に加入して
いる人や生活保護を受けている人以外は、すべて国民健康
保険に加入しなければなりません。次のようなときは、１４
日以内に届け出てください。 

※届け出には、運転免許証など本人確認ができるものを持
参してください。 
【届出場所】市役所保険年金課、各市民センター 
届け出が遅れると 
　保険料をさかのぼって納めなければならなくなったり、
保険料の二重払い、医療費の返還などが生じたりすること
があります。 

　退職者医療制度の費用は、国民健康保険料のほか、健
康保険や共済組合などの被用者保険からの交付金で賄わ
れています。 
　国民健康保険に加入する人のうち、次のすべての条件
に該当する人は、退職者医療制度の対象となり届け出が
必要となります。年金証書を受け取ってから１４日以内に
市役所保険年金課か各市民センターに届け出をしてくだ
さい。 
【対象】次のすべての条件に該当する人とその被扶養者
①厚生年金や共済組合などの老齢（退職）年金を受けて
いて、これらの年金制度の加入期間が２０年以上（または
４０歳以降に１０年以上）ある人　②老人保健制度の対象
でない人 
【必要なもの】国保証、年金証書 

国
保
に
加
入
す
る
と
き
 

国
保
を
や
め
る
と
き
 

そ
の
他
 

 こんなとき 届け出に必要なもの 

転入してきたとき 

生活保護を受けなくなった
とき 

子どもが生まれたとき（出
産育児一時金の申請） 

職場の健康保険をやめたと
き（退職したとき、健康保
険の扶養からはずれたとき） 

転出証明書 

転出するとき 国保証 

保護廃止決定通知書 

印鑑、国保証、世帯主名義の預
金通帳 

職場の健康保険に加入した
とき 

国保証、健康保険証か資格取得
証明書 

生活保護を受けることにな
ったとき 

国保証、保護開始決定通知書 

修学のため、下宿などで市
外に住所を移すとき 

国保証、在学証明書か学生証の
写し 

健康保険の資格喪失証明書（各
事業所で証明を受けたもの）や
離職票など 

死亡したとき（葬祭費の申
請） 

印鑑、国保証、喪主が確認でき
る書類（会葬御礼ハガキや埋火
葬許可証など）、喪主名義の預
金通帳 

届け出はお済みですか 

ご存じですか退職者医療制度 

◆□問　市役所保険年金課（　４２７・９１８８）へ。 

●
初
級
者
硬
式
テ
ニ
ス
教
室
（
１０
回
コ
ー

ス
）
　
４
月
２２
日
か
ら
毎
週
日
曜
日
①
午

前
９
時
〜
１０
時
３０
分
　
②
午
前
１０
時
３０
分

〜
正
午
、
日
岡
山
公
園
第
２
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
で
。
定
員
各
１０
人
。
参
加
費
５
千
５００
円
。

申
し
込
み
は
４
月
１０
日
ま
で
に
、
往
復
ハ

ガ
キ
に
①
氏
名
②
年
齢
③
住
所
④
電
話
番

号
⑤
希
望
時
間
を
書
い
て
、
〒
６
７
５
の

０
０
６
８
　
中
津
８１４
の
１０
　
加
古
川
市
テ

ニ
ス
協
会
事
務
局
・
下
田
国
夫
（
　
４
２

４
・
６
５
４
６
）
ま
で
。
 

  Ｊ
Ｏ
Ｂ
フ
ェ
ア
i
n
播
磨
（
就
職
面
接
相

談
会
）
　
▽
と
き
…
４
月
９
日
（月）
　
午
前

１０
時
〜
正
午
　
　
午
後
２
時
〜
４
時
　
▽

と
こ
ろ
…
加
古
川
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
　
▽
内

容
…
事
業
者
９０
社
に
よ
る
面
接
相
談
会
　

※
　
と
　
で
事
業
者
が
入
れ
替
わ
り
ま
す
。

▽
対
象
…
大
学
・
短
大
・
専
門
学
校
な
ど

を
来
年
３
月
に
卒
業
予
定
の
人
か
今
年
３

月
に
卒
業
し
た
人
　
▽
申
込
・
問
合
先
…

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
加
古
川
（
　
４
２
１
・
８

６
３
８
）
へ
。
 

 

◆□問　総合文化センター（　４２５・５３００）へ。 
 

【対象】　親子スイミングＡ、Ｂ…６カ
月～小学生未満の子どもと保護者　　親
子体操…３歳～小学生未満の子どもと保
護者　　その他…16歳以上の人 
【参加費】10,000円（親子体操とヘルス
アップは5,000円） 
□申 □　問 ４月２日から、電話または直接スポ
ーツ交流館（　４３６・７４００）へ。
　 


